
このたびは、 デジタルカ メ ラをお買い上げいただき、 まことにありがと うございまし

た。

この取扱説明書と保証書をよ くお読みのうえ、 正し く お使い く ださい。 そのあと保存

し、 必要なときにお読みく ださい。

保証書は、 「お買い上げ日 ・販売店名」 などの記入を必ず確かめ、 販売店からお受け取

り ください。

保証書別添付

デジタルカメ ラ
取扱説明書

品番 DMC-F1

VQT0B80-2

上手に使って上手に節電
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危険

警告

注意

はじめに

安全上のご注意（危険）（必ずお守りくださ
い）
お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必
ずお守りいただくことを、次のように説明しています。

■表示内容を無視して誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程

度を、次の表示で区分し、説明しています。

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

（下記は絵表示の一例です）

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負
う危険が切迫して生じることが想定される」
内容です。

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負
う可能性が想定される」内容です。

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または
物的損害のみが発生する可能性が想定され
る」内容です。

このような絵表示は、してはいけない「禁止」
内容です。

このような絵表示は、必ず実行していただく
「強制」内容です。
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「安全上のご注意」の警告、注意は P91 ～ P98 を参照してください。

100
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特長

高品位で携帯性のよい、高品位で携帯性のよい、高品位で携帯性のよい、高品位で携帯性のよい、
コンパクト＆軽量アルミボディコンパクト＆軽量アルミボディコンパクト＆軽量アルミボディコンパクト＆軽量アルミボディ

新開発画像処理により新開発画像処理により新開発画像処理により新開発画像処理により
高画質、高速処理を実現高画質、高速処理を実現高画質、高速処理を実現高画質、高速処理を実現

秒４コマ、最大秒４コマ、最大秒４コマ、最大秒４コマ、最大 8888 コマの高画質連写機能搭載コマの高画質連写機能搭載コマの高画質連写機能搭載コマの高画質連写機能搭載
かんたんモードにより初心者でもかんたんにかんたんモードにより初心者でもかんたんにかんたんモードにより初心者でもかんたんにかんたんモードにより初心者でもかんたんに
撮影可能撮影可能撮影可能撮影可能

F2.8  光学３倍ズームF2.8  光学３倍ズームF2.8  光学３倍ズームF2.8  光学３倍ズーム
ライカ DC バリオ・エルマリートレンズ搭載ライカ DC バリオ・エルマリートレンズ搭載ライカ DC バリオ・エルマリートレンズ搭載ライカ DC バリオ・エルマリートレンズ搭載
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モードダイヤル搭載モードダイヤル搭載モードダイヤル搭載モードダイヤル搭載
本機には撮影シーンに合わせて使用できるモードダイヤルがあります。
お好みのモードを選んで、撮影のバリエーションを広げてお楽しみくだ
さい。モードダイヤルはゆっくり確実に回してください。
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付属品
本機をご使用いただく前に、すべての付属品が入っていることをご確認くださ
い。記載の品番は 2002 年 10 月現在のものです。

■ SD メモリーカード（16MB）
RP-SD016B

（本文中では
カードと表記します）

■バッテリーパック
DMW-BCA7

（本文中では
バッテリーと表記します）

■ A/V ケーブル
K1V204C10001

■ USB 接続ケーブル
K1HA05CD0002

■バッテリーチャージャー/AC
アダプター
DE-929A

（本文中では
AC アダプターと表記します）

■ CD-ROM

■ストラップ
VFC3952

■電源コード
K2CA2DA00009

■ DC コード
K2GJ2DC00005

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に
基づくクラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用するこ

とを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に
近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。

16

KC42-S.book  8 ページ  ２００２年１２月２日　月曜日　午後１時２１分



– 9 –

øøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøø
使う前に（まずお読みください）
事前に必ずためし撮りをしてくだ
さい
(P12のクイックガイドをご覧くだ
さい）
大切な撮影（結婚式など）は、必ず
事前にためし撮りをし、正常に撮
影や録音されていることを確かめ
てください。

撮影内容の補償はできません
本機およびカードの不具合で撮影
や録音されなかった場合の内容の
補償についてはご容赦ください。

著作権にお気を付けください
あなたが撮影や録音したものは、
個人として楽しむ以外は、著作権
法上権利者に無断では使用できま
せん。個人として楽しむ目的で
あっても、撮影を制限している場
合がありますのでお気を付けくだ
さい。

カードの画像について
≥以下の場合、本機で再生できない場
合があります。

• 他機で記録、作成した画像
• パソコンで編集された画像

≥本機で記録、作成した画像は他機で
再生できない場合がありますので、
あらかじめお確かめください。

本書内の写真、イラストについて
本書内の写真は、説明のためスチ
ル写真から合成しています。また
本書内の製品姿図・イラスト・メ
ニュー画面などは実物と多少異な
りますが、ご了承ください。

本機で使用できるカードは
SD メモリーカード、マルチメディ
アカードです。
• 本書では SD メモリーカードとマル
チメディアカードをカードと記載し
ます。

• 本製品に付属するソフトウェアを
無断で営業目的として複製（コ
ピー）したり、ネットワークに転載
したりすることを禁止します。

• 本製品の使用、または故障により生
じた直接、間接の損害につきまして
は、当社は一切の責任を負いかねま
すので、あらかじめご了承くださ
い。

• 本製品によるデータの破損につき
ましては、当社は一切の責任を負い
かねますので、あらかじめご了承く
ださい。

• 本書で説明する製品の外観と仕様
は、改良により実際とは異なる場合
があります。

• ：SD ロゴは商標です。

• Microsoft Windows は、米国
Microsoft Corporation の商標です。

• Macintosh、MacOS は
Apple Computer Inc. の登録商標ま
たは商標です。

• LEICA/ ライカはライカマイクロシ
ステム IRGmbH の登録商標です。

• ELMARIT/ エルマリートは
ライカカメラ AG の登録商標です。

• QuickTime および QuickTime ロゴ
は、ライセンスに基づいて使用され
る商標です。QuickTime は米国およ
び他の国々で登録された商標です。

• その他、本書に記載されている各種
名称、会社名、商品名などは各社の
商標または登録商標です。
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準備

øøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøø
各部の名前
[ 前面 ]

[ 天面 ]

[ 後面 ]

[ 前面 ]
1 フラッシュ調光センサー（P33）
2 フラッシュ発光部
3 レンズ
4 セルフタイマーランプ（P34）
5 レンズ鏡筒
6 ストラップ取付穴（P20）
7 レンズカバー

[ 天面 ]
8 マイク（P43, P51, P73）
9 モードダイヤル（P7）
10 単写 / 連写切換ボタン（P35）
11 シャッターボタン（P26）
12 電源 スイッチ（P26）
13 ズームボタン（P31, P53）

[ 後面 ]
14 光学ファインダー（P26）
15 動作表示ランプ（P27）
16 フラッシュ/ アクセスランプ

（P19, P27, P33）
17 スピーカー（P58）
18 DISPLAY ボタン（P25）
19 液晶モニター（P25, P87）
20 MENU ボタン（P21）
21 削除ボタン（P62）
22 2/ セルフタイマーボタン

（P34）
23 4/REVIEW/SET ボタン（P30）
24 1/ フラッシュボタン（P32）
25 3/ 露出補正（P55）/ オートブ

ラケットボタン（P56）

321 4 

657

9 10 128 11 13 

W
TDISPLAY

MENU

SET

R
EVIEW

14 18151617

2223 252420 2119
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[ 左側面 ]

[ 右側面 ]

[ 底面 ]

[ バッテリーチャージャー/
AC アダプター]

[ 左側面 ]
26 A/V OUT 端子（P81）
27 USB 端子（5pin）（P82）
28 SERIAL 端子（P74）
29 端子扉

[ 右側面 ]
30 DC IN 端子（P17）
31 メモリーカード/バッテリー扉

（P16, P18）
32 DC IN 端子扉（P17）

[ 底面 ]
33 三脚取付け穴

[ バッテリーチャージャー/
AC アダプター]（P14, P17）
1 AC 入力端子 (AC IN ～ )
2 電源 [POWER] ランプ
3 充電 [CHARGE] ランプ
4 バッテリー装着部
5 DC 出力端子（DC OUT)

A/V OUT

USB

26

27

28
29

SERIAL

DC IN

30

31

32

33

12
3

5

4
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クイックガイド
機材を準備します。

• 電源スイッチが [OFF]、レンズが収納されていることを確認する。

• 本機 • 電源コード • バッテリー • カード • AC アダプター

■準備

1 バ ッ テ リ ー を 充 電 す る

（P14）
• 約 90 分で満充電完了です。
（P15）

2 矢印の方向にスライドさせメ
モリーカード / バッテリー扉
を開ける

3 バッテリーを入れる（P16）

4 カードを入れる（P18）

5 メモリーカード /バッテリー
扉を確実に閉じる

3

4

5

2

LOCK

1
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■撮影

6 電源スイッチを [ON] にする

7 時計を設定する（P24）

8 モードダイヤルを通常撮影

モード [ ] にする

9 撮影する（P26）

■再生

10 モードダイヤルを再生 [ ]
にする（P57）

11 2/1 を押して見たい画像を
表示する

• 満充電されたバッテリーを挿入して約 1
時間以上経過するとバッテリーを取り
外して放置しても、約24時間は時計設定
を記憶しています。（バッテリー挿入時
間に応じて最大で約３ヶ月記憶してい
ます）

（十分に充電されていないバッテリーを
挿入した場合は、記憶時間は短くなるこ
とがあります）
しかしそれ以上時間が経過すると設定
が消えてしまいますので、もう一度時計
設定をし直してください。（P24）

6

9

8

OFF ON

10

11

SET

Ø

REVIEW
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バッテリーを充電する

バッテリーは充電すると使えるよ
うになります。

1 電源コードを電源コンセン

トとAC入力端子に差し込む

• 電源 [POWER]ランプが点灯し
ます。

2 バッテリーを付ける
1 2の順番でカチッと音が
するまで確実に取り付ける

• 充電 [CHARGE] ランプが点灯
し、充電が始まります。

3 充電 [CHARGE] ランプが消
灯で満充電完了

• 約 90 分で満充電完了です。

4 バッテリーをACアダプター
から外す

• DC コードが AC アダプターにつながっ
ていると充電できません。

• 本機専用の AC アダプターとバッテリー
を使用してください。

• AC アダプターは分解、改造しないでく
ださい。

• AC アダプターは海外でも使うことがで
きます。（P104）

• 充電完了後、電源コンセントから外して
ください。

• 使用後や充電中、充電後はバッテリーが
温かくなります。また使用中はカメラ本
体も温かくなりますが異常ではありま
せん。

1

4

2
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バッテリーの状態について
残量表示が液晶モニターに表示されます。（AC アダプターで電源を供給
しているときは表示されません）
 ：バッテリーの容量は十分です。

 ：残量がやや少なくなっています。

 ：残量が少なくなっています。

（点滅）：バッテリーを充電、または交換してください。

■充電時間と撮影可能時間について
（撮影条件）

• 30 秒間隔で 1 回記録、フラッシュを 2 回に 1 回発光

• 温度 25 ℃ / 湿度 60%
• 付属のバッテリー、SD メモリーカード使用

撮影 / 再生時間は条件によって多少変わります。

別売のバッテリーパック（DMW-BCA7）の充電時間と撮影可能時間も同

じです。

■充電する環境 / 充電エラーについて
• 充電は周囲の温度が 10 ～ 35 ℃（バッテリーの温度も同様）のところで行ってくださ
い。

• 充電が始まると、AC アダプターの充電 [CHARGE] ランプが点灯します。
充電開始後、ACアダプターの充電 [CHARGE]ランプが点灯から約 1秒サイクルの点
滅になった場合は充電エラーです。
その場合、AC アダプターを電源コンセントから抜いて、バッテリーを取り外し、周囲
の温度やバッテリーが低温または高温になっていないかを確認し、再度充電し直し
てください。
再度充電してもまだ充電 [CHARGE] ランプが点滅する場合は、販売店にご相談くだ
さい。

充電時間 連続撮影時間（枚数） 再生時間

約 90 分

液晶 ON 時

約 60 分（120 枚相当）
約 70 分

液晶 OFF 時

約 75 分（150 枚相当）
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バッテリーを入れる / 取り出す
[ 準備 ]
• 電源スイッチが [OFF]、レンズが収納

されていることを確認する。

［バッテリーを入れる］
1 矢印の方向にスライドさせ、

メモリーカード /バッテリー
扉を開ける

2 バッテリーをロックづめ 1

がかかるまで確実に奥まで
入れる

3 メモリーカード /バッテリー
扉を確実に閉じる

［バッテリーを取り出す］
4 矢印の方向にスライドさせ、

メモリーカード /バッテリー
扉を開ける

5 ロックづめ1を矢印の方向
に押して、バッテリーをまっ
すぐ引き抜く

6 メモリーカード /バッテリー
扉を確実に閉じる

• バッテリーを取り出すときは、落下にお気を付け
ください。

• カメラを長期間使用しないときは、バッテリーを
取り出しておいてください。

• 満充電されたバッテリーを挿入して約 1 時間以上
経過するとバッテリーを取り外して放置しても、
約 24 時間は時計設定を記憶しています。（バッテ
リー挿入時間に応じて最大で約３ヶ月記憶してい
ます）（十分に充電されていないバッテリーを挿入
した場合は、記憶時間は短くなることがあります）
しかしそれ以上時間が経過すると設定が消えてし
まいますので、もう一度時計設定をし直してくだ
さい。（P24）

• カードのデータが破壊される可能性があるので、ア
クセス中はバッテリーを取り出さないでください。

2

1,4

3,6

5

• 付属のバッテリーは、本機専用です。本機以
外で使わないでください。

• 設定がリセットされる可能性があるので、
動作表示ランプ ( 緑 ) が消灯してからバッ
テリーを取り出してください。

KC42-S.book  16 ページ  ２００２年１２月２日　月曜日　午後１時２１分



– 17 –

øøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøø
電源コンセントにつないで使う

AC アダプターを使って電源コンセ

ントにつなぐと、バッテリーの消耗
を気にせずに使えます。

[ 準備 ]
電源スイッチが [OFF]、レンズが収納さ
れていることを確認する。

1 電源コードを電源コンセン

トとAC入力端子に差し込む

2 DC IN 端子扉1を開ける
• メモリーカード / バッテリー
扉を開いても、つなぐことが
できます。

3 付属のDCコードをカメラ本
体の DC IN 端子と、AC アダ
プターの DC OUT 端子に図
のように差し込む
• フェライトコア2を本体側
にして差し込んでください。

• 付属の DC コードを使用してください。
それ以外の DC コードを使用すると、故
障の原因になります。

• 使用中、本機が温かくなりますが、故障
ではありません。

• AC アダプターは海外でも使うことがで
きます。（P104）

• 必要がない場合は AC アダプターと DC
コードを抜いておいてください。

• AC アダプターを接続してカメラ本体で
バッテリーを充電することはできませ
ん。

3

1

2

KC42-S.book  17 ページ  ２００２年１２月２日　月曜日　午後１時２１分



– 18 –

øøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøø
カードを入れる

[ 準備 ]
• 電源スイッチが[OFF]、レンズが収

納されていることを確認する。

［カードを入れる］
1 矢印の方向にスライドさせ、

メモリーカード /バッテリー
扉を開ける

2 カードをカチッと音がする
まで奥までしっかり入れる

• カードの向きを確認してくだ
さい。

• カードの裏の接続端子部に触
れないでください。

3 メモリーカード /バッテリー
扉を確実に閉じる

［カードを取り出す］
4 矢印の方向にスライドさせ、

メモリーカード /バッテリー
扉を開ける

5 カードをカチッと音がする
まで押す

6 カードをまっすぐ引き抜く

7 メモリーカード /バッテリー
扉を確実に閉じる

• メモリーカード / バッテリー扉が完全に閉
じない場合は、一度カードを取り出してか
ら、もう一度入れ直してください。

• カードが入らないときは、カードの向きが
正しいか確認してください。

• カードは当社製のものをお使いいただく
ことをおすすめします。（正規カード以外
は使用しないでください）

• カードを奥まで入れないと、カードが壊れ
るおそれがあります。

2

5,6

3,7

1,4
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カードについて
■カードにアクセス中は・・・
カードにアクセス（認識 / 記録 / 読
み出し / 消去など）中は、フラッ
シュ/ アクセスランプ 1 とカード
アクセス表示2が点灯します。

フラッシュ/ アクセスランプ 1 と
カードアクセス表示2が点灯して
いるときは、以下のことをお守り
ください。
• 電源を [OFF] にしない
• バッテリーを取り出したり、カード
を抜いたりしない

• ACアダプター使用時はDCコードを

抜かない
カードやカードの内容が破壊され
たり、本体が正常に動作しなくな
ることがあります。

電気ノイズ、静電気、本機やカードの
故障などによりカードのデータが壊
れたり消失することがありますので、
大切なデータはパソコン（P82）などに
も保存してください。

■ SD メモリーカード（付属）とマル

チメディアカード（別売）について

SD メモリーカードとマルチメディア
カードは小型、軽量で、着脱可能な外
部メモリーカードです。SD メモリー
カードはカードへの書き込みや
フォーマットを禁止する書き込み禁
止スイッチを備えています。（スイッ
チを「LOCK」側にしておくと、カード
への書き込みやデータの消去、フォー
マットはできなくなり、戻すと可能に
なります）

SD メモリーカード
• RP-SDH512(512MB)
• RP-SDH256(256MB)
• RP-SD128BJ(128MB)
• RP-SD064B(64MB)
• RP-SD032B(32MB)
• RP-SD016B(16MB)
• RP-SD008B(8MB)

マルチメディアカード
• VW-MMC16(16MB)
• VW-MMC8(8MB)

記載の品番は 2002 年 10 月現在の
ものです。

• マルチメディアカードを使う場合、
動画記録後、フラッシュ/ アクセスラ

ンプとカードアクセス表示がしばら
く点灯する場合がありますが、異常
ではありません。

2048
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ストラップを付ける

1 ストラップ先端を本機のス

トラップ取付け穴1に通す

2 ストラップの反対側を輪の
部分に通す

3 ストラップを引っ張る

1

2

3
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セットアップメニューを設定する

SET

REVIEW

2

1

3

2048

4

5

OFF ON

MENU

SET

REVIEW

MENU

6

SET

Ø

REVIEW

SET

Ø

REVIEW

1

1

1

≥かんたんモードのメニュー
の設定方法についてはP36を
お読みください。
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セットアップメニューについて

項目 設定内容

液晶明るさ 液晶の明るさを 7 段階に調整できます。

オートレビュー
（撮影モードのみ）

• OFF: 自動的に表示されません。
• 1 秒 : 撮影後に撮影した画像が自動的に約 1 秒間表

示されます。
• 3 秒 : 撮影後に撮影した画像が自動的に約 3 秒間表

示されます。

操作音 • 操作音の音量とシャッター音を設定します。　(P23)

パワーセーブ • 2 分 /5 分 /10 分 :
設定した時間の間に何も操作しないと省電
力モードになります。
(パワーセーブを解除するには、シャッターボ
タンを押すか、または電源スイッチを [OFF]
にしてからもう一度 [ON] にしてください )

• OFF: 省電力モードになりません。

番号リセット
（撮影モードのみ）

次に撮影される画像のファイル番号を 0001 か
ら記録したい場合に設定します。

設定リセット
（撮影モードのみ）

撮影系メニューとセットアップメニューで設定さ
れた内容をリセットします。お買い上げ時の状態
に戻しますが、時計設定とかんたんモードの設定
内容は変わりません。

時計設定 日付や時計を変更するときに設定します。（P24）

言語設定 • 日本語 : メニュー画面を日本語表記にします。
• ENG: メニュー画面を英語表記にします

スピーカ音量
（再生モードのみ）

スピーカーの音量を 7 段階に調整できます。

ビデオ出力
（再生モードのみ）

• NTSC: ビデオ出力を NTSC 方式にします。
• PAL: ビデオ出力を PAL 方式にします。（P81）

• 番号リセットと言語設定はかんたんモードにも反映されます。
• オートレビューを [１秒 ]または [３秒 ]に設定しても、動画 [ ]のときは、オートレビューされません。
• オートレビューを [OFF]に設定しても、連写、オートブラケット、音声付き静止画を
記録したときはオートレビューされます。

• AC アダプター使用時、PC 接続モード時、動画撮影 / 再生時、スライドショー中、携帯電話接
続時は、パワーセーブは働きません。

• [DISPLAY]ボタンを２秒間押すと、パワーセーブモードに入ります。（シャッターボタンを半
押しすると、元に戻ります）
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操作音の音量 / シャッター音を設定する 
メニュー操作をしたときや、シャッター
ボタンを半押ししたときに、電子音を鳴
らすように設定することができます。ま
た、全押ししたときのシャッター音の種
類も選ぶことができます。

■ モードダイヤルが撮影系の場合

1 [MENU] ボタンを押す

2 1を押して、セットアップメ
ニューにする

3 3/4で [操作音 ]を選び、1を押す

4 3/4/2/1で [ 操作音音量 ] と
[シャッター音 ]をそれぞれ設定す
る

5 [MENU] ボタンを押す

• メニュー画面が消えます。

■ モードダイヤルが再生 [ ] の場合

1 [MENU] ボタンを押す

2 1を押して、セットアップメ
ニューにする

3 3/4で [ 操作音 ] を選ぶ

4 2/1で操作音の音量を選ぶ

5 [MENU] ボタンを押す

• メニュー画面が消えます。

• かんたんモード [ ] のときは、[ON]/[OFF]
の設定になります。

2,3,41,5
2,3,41,5

1

4

3,4
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時計を設定する

お買い上げ時は時計設定はされて
いませんので、「時計を設定して下
さい」というメッセージが表示され
ます。[MENU] ボタンを押すと設定
メニューへジャンプするので、時計
設定をしてください。
年は 2002 年から 2099 年まで設定
できます。時刻は 24 時間表示です。

1 [MENU] ボタンを押す

2 1 を押してセットアップメ
ニューにする
• かんたんモード時は必要あ
りません。

3 3/4で[時計設定]を選び、1
を押す

4 3/4/2/1 で年月日と時刻
を合わせ、「分」を設定した
あとで1を押す

5 3/4で[年/月/日]、[日/月/年]、
[ 月 / 日 / 年 ] から選ぶ

6 [MENU] ボタンを２回押す

• メニュー画面が消えます。

7 一度電源を [OFF]にしてから再
度 [ON] にして、設定通り表示
されているか確認する

• 満充電されたバッテリーを挿入して約 1 時間以上
経過するとバッテリーを取り外して放置しても、
約 24 時間は時計設定を記憶しています。（バッテ
リー挿入時間に応じて最大で約３ヶ月記憶してい
ます）（十分に充電されていないバッテリーを挿入
した場合は、記憶時間は短くなることがあります）
しかしそれ以上時間が経過すると設定が消えてし
まいますので、もう一度時計設定をし直してくだ
さい。

2,3,4,51,6

7

2002.11.  1 12:58

3

4,5 
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液晶モニターの表示を切り換える
液晶モニターの表示は、[DISPLAY] ボタンを押すごとに以下のように
なります。

DISPLAY

2048
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撮影してみましょう（通常撮影）
シャッターボタンを押すだけで、露出（シャッタースピードと絞り値）が
自動的に決まり、撮影できます。

[ 準備 ]
• バッテリーを入れる（P16）または AC アダプターをつなぐ（P17）
• カードを入れる（P18）

2 1
OFF ON

3
2048

4

F2.8  1/1000

2048

3

4
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■ランプについて

■ピントについて

動作表示ランプ（緑）

点滅
• フォーカス動作中およびフォーカスが合っていないと
き

• カードが入っていないとき
• 撮影残り枚数 / 時間がないとき
• バッテリー残量が少なくなったとき（ゆっくり点滅）

点灯
• 電源スイッチを [ON] にしたとき

フラッシュ/ アクセスランプ（赤）

点滅
• フラッシュを充電しているとき

• フラッシュの設定を発光禁止 [ ] にして、暗い場所でシャッターを半押しすると

き（ゆっくり点滅）（手ぶれ警告表示）

点灯
• カードにアクセスしているとき
• フラッシュが発光するとき ( シャッター半押しで点灯 )
• パソコンにデータを転送中

• 50 cm までピントが合います。
マクロ時は P38 を、かんたんモード時は P36 を、カラーエフェクトモード時は P42
を参照してください。

• シャッターボタンを一度に全押しすると、手ぶれをしたり、ピントが合わなかった
りします。

• フォーカス表示が点滅しているときはピントが合っていませんので、再度、シャッ
ターボタンを半押ししてピントを合わせてください。

• 以下のような場合、通常撮影ではピントがうまく合い
ません。
1　遠くと近くのものを同時に撮る
2　汚れたガラスの向こうのものを撮る
3　キラキラと光るものが周りにある
4　暗い場所を撮る
5　動きの速いものを撮る
6　コントラスト（濃淡）の少ないものを撮る
7　手ぶれしている

• フォーカス表示が出てピントが合っても、シャッター
ボタンを離すとピントが解除されます。再度、半押ししてください。

• シャッターボタンを押すと、一瞬液晶モニターの画面が明るくなり、白っぽくなる
場合があります。これはピントを合わせやすくするためで、記録される画像に影響
はありません。
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撮影してみましょう（通常撮影）（つづき）

■露出について

■手ぶれについて

■上手に撮る姿勢

• 適正露出にならないときは、絞り値とシャッタース
ピードの数値の色が赤色になります。

（ただし、フラッシュ発光時は赤くなりません）
• 液晶モニターの明るさは、実際に撮影される画像と異
なる場合があります。特に暗い場所で長時間露光で撮
影するときなどは、液晶モニター上は暗く映りますが、
実際は明るく撮れます。

• 手ぶれしやすいときは、手ぶれ警告表示が出ます。

• 手ぶれ警告表示が出ているときには三脚の使用をおす
すめします。または構えかたにお気を付けください。

• シャッターボタンを押し込む際に、手ぶれにお気を付
けください。

2048

.8  1/8

2048
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■AF/AE ロックについて

■デジタルカメラの取り扱いについて

≥AF: オートフォーカス
≥AE：オートエクスポージャー（自動露出）

（例）右のような構図を撮りたい場合
被写体がAFエリアから外れている場合、そのまま

シャッターボタンを押すだけでは背景などにピン
トが合ってしまい、被写体にピントが合いません。

AFエリア1に被写体を合わせ、シャッターボタン

を半押しし、ピントと露出を固定（AF/AE ロック）
したまま撮りたい構図にカメラを動かし、シャッ
ターボタンを押すと、ピントの合ったきれいな画
像が撮れます。

≥ピントが合うと、フォーカス表示2[● ]が点灯
します。

• AF/AEロック操作は、シャッターを切る前なら何回でもやり
直せます。

• 電源スイッチを [ON] にするときはレンズカバー（P10）を手などで押さえないでく
ださい。レンズカバーが開かないときは、「システムエラー」と表示されます。レン
ズカバーを開くには、手などを離し、再度電源を入れ直してください。

• 電源スイッチを [OFF] にするときはレンズカバーを手などで押さえないでください。レ
ンズカバーが閉じないときは、レンズカバーが開いたまま、電源が切れます。レンズカ
バーを閉じるには、手などを離し、再度電源を [ON] にしてから、[OFF] にしてください。

• レンズ面に直接触れないでください。
• レンズ面に汚れや、ほこりが付いていないか確認してください。汚れたり砂などが付い
たときは、市販のブロワーブラシでほこりや砂などを払い、乾いた柔らかい布で軽くふ
き取ってください。（ふいたあとは、再度電源を入れ直してください）ベンジン、アル
コール、シンナーなどの溶剤を使用すると変色や破損の原因となります。

• レンズやレンズ鏡筒に衝撃を与えないでください。（取り扱いに気を付けてください）
• 撮影モードで電源を入れるときは、レンズ鏡筒が出ますので、レンズの前に障害物
がないところで行ってください。

• レンズ鏡筒が出た状態では、レンズやレンズ鏡筒に力を加えないでください。
• 浜辺など砂やほこりの多いところで使うときは、内部や端子部に砂やほこりが入
らないように、また海水などでぬらさないようにしてください。

• 撮影前には、再度時計設定をすることをおすすめします。(P24)
• パワーセーブの時間が設定されているとき（P22）は、設定された時間内にカメラの操
作をしないと自動的に電源が切れます。再びカメラの操作をするときは、シャッター
ボタンを押すか、電源スイッチを [OFF] にしてから再度 [ON] にしてください。

• ズーム動作やカメラを動かしたときなどで明るさが変化した場合、レンズ部からカチッと
音がし、液晶モニター内の画像が急激に変わるときがありますが、静止画撮影に影響はあり
ません。このときの音はカメラの自動絞り動作によるもので、異常ではありません。

2048

2048
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撮影した画像を確認する（レビュー）

オートレビュー（P22, P36）を設定
していると、撮影直後約 1 秒または
3秒間撮影した画像が液晶モニター
に表示されますが、以下の方法で確
認することもできます。

1 撮影後、[REVIEW/SET] ボタ

ンを押す

• 最後に撮影した画像が約 5 秒
間表示されます。ズームボタン
[ ]を押すと４倍に、さらにも
う一度押すと８倍にズームし
て表示されます。ズーム中は
3/4/2/1 で拡大位置を変え
ることができます。
また、2/1 で前後の画像を確
認することができます。

■ 撮影した画像をレビュー中に削除
する

1 [ ] ボタンを押す

2 「この画像を削除します
か？」というメッセージが出
たら、2/1で [ はい ] を選ぶ

3 4/[REVIEW/SET] ボタンを
押す

• 画像が削除されます。

• 画像は一度削除すると元に戻
すことができません。よく確認
してから削除してください。

• 動画[ ]のときは、レビューが使えませ
ん。

1,2,31
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大きく（望遠）または広く（広角）撮る

光学ズーム 3 倍までの範囲で、人や
物を大きく撮ったり景色などを広
角に撮ることができます。

[ 準備 ]

• モードダイヤル（ 以外）を選んで

おく。

1 被写体にカメラを向けて、

ズームボタンで大きさを調
整する

大きく撮るには（望遠）：
ズームボタン (T) を押す
広く撮るには（広角）：
ズームボタン (W) を押す

2 撮影する

撮影手順は「撮影してみましょう
（通常撮影）（P26）」の 3 ～ 4 と同じ
です。

• 画像はレンズによってわずかにゆがん
で撮影されます。
これをディストーション（歪曲収差）と
いいます。
広角にして近付くほどディストーショ
ンは大きくなります。

2048

2048

2048
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内蔵フラッシュを使って撮る

暗い場所でも、内蔵フラッシュを使
うと撮影することができます。

[ 準備 ]

• モードダイヤル（ / / 以外）を

選んでおく。

1 [ ] を押す

• 押すごとに、以下のように切
り換わります。（撮影モード
によって設定できない機能
があります。設定できない機
能は [ ] ボタンを押しても
表示されません。左表を参照
してください）

：オート
撮影状況に応じて、自動的にフ
ラッシュが発光します。

：赤目軽減オート
フラッシュが予備発光し、人の瞳
が赤く写る（赤目現象）のをおさ
えます。また撮影状況に応じて自
動的にフラッシュが発光します。
暗い場所で人物を撮るときなど
に使います。

：強制発光
フラッシュを強制的に発光させ
ます。
逆光になる場合や蛍光灯などの
照明の下に被写体がある場合な
どの撮影に使います。

1
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：赤目軽減スローシンクロ
夜景を背景に人物を撮影すると
きなど、フラッシュ発光とともに
シャッタースピードも長くして
背景の夜景も明るく写します。同
時に人の瞳が赤く写る（赤目現
象）のをおさえます。
三脚の使用をおすすめします。

：発光禁止
暗いところでもフラッシュが発
光しません。
フラッシュ禁止の場所での撮影
などに使います。

2 撮影する

撮影手順は「撮影してみましょう
（通常撮影）（P26）」の 3 ～ 4 と同じ
です。

フラッシュ使用時は…
• 近くで発光部を直接見ないでください。
• フラッシュに物を近付けると熱や光で変形、変色する場合があります。
• フラッシュ調光センサー1 を指などでふさがないでください。明るさを感知でき
ません。

• フラッシュが届く範囲は、約 30 cm ～ 2.4 m (W 端時）、約 30 cm ～ 140 cm (T 端
時）です。（ISO100 時）

• 近くで撮影すると、適正露出にならず、白っぽく撮れる場合があります。

• 風景モード [ ] または動画 [ ] のときは、発光禁止 [ ] に固定されます。

• 連写およびオートブラケット設定時でフラッシュが発光する場合、１枚しか撮影
できません。

• フラッシュ発光する場合、シャッター半押し時にフラッシュマークが赤に変わります。
• フラッシュ充電中は、フラッシュ/アクセスランプ2とフラッシュマークが赤に点
滅し、シャッターボタンを全押ししても、撮影できません。

• 手ぶれ警告表示が出ているときは、フラッシュの使用をおすすめします。
• フラッシュ撮影すると、フラッシュ光に適したホワイトバランスが自動的に設定
されますが（手動でホワイトバランス設定時を除く）、フラッシュ光が十分に届か
ない被写体はホワイトバランスが合わない場合があります。

• 手動でホワイトバランス設定後、フラッシュ撮影すると、ホワイトバランスが合わ
ない場合があります。フラッシュ撮影時はホワイトバランスを [AUTO]に設定する
ことをおすすめします。

2
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セルフタイマーで撮る

シャッターボタンを押してから 10
秒後に自動的に撮影される通常の
セルフタイマーに加えて、三脚使用
時などに手ぶれを防止する２秒セ
ルフタイマーも設定できます。

[ 準備 ]

• モードダイヤル（ / 以外）を選

んでおく。

1 [ ] ボタンを押す

• 押すごとに以下のように変わ
ります。

：セルフタイマー設定10秒

：セルフタイマー設定２秒
表示なし：セルフタイマー解除

2 シャッターボタンを全押し
する

• セルフタイマーランプ1が点
滅し、10 秒（または２秒）後に
撮影動作が開始されます。

• セルフタイマー設定時は、
シャッターボタンを半押しし
てもピントと露出は固定され
ませんが、全押ししたあと撮影
直前に自動的に固定されます。

• セ ル フ タ イ マ ー 動 作 中 に
[MENU] ボタンを押すと、セル
フタイマー設定が解除されま
す。

• かんたんモード [ ] のときは、セルフタイマーが 10 秒のみの設定になります。

• 連写のときはセルフタイマーを設定すると 1 枚しか撮影できません。

• セルフタイマー撮影時は、三脚の使用をおすすめします。

2048
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連続して撮る（連写）

シャッターボタンを押し続けてい
る間、連続して画像を撮影します。

[ 準備 ]

• モードダイヤル（ / 以外）を選
んでおく。

1 [ ] ボタンを押す

• 押すごとに以下のように変わ
ります。

：連写設定高速
：連写設定低速

表示なし：連写解除

2 シャッターボタンを半押し
してピントを合わせ、全押し
し続けて連続撮影する

• 高速連写時、１秒に４コマ連写できるの
は、シャッタースピードが 1/60 より速く、
フラッシュを発光させないときです。

• フラッシュが光る場合は１枚しか撮れません。

• かんたんモード [ ]のときは、低速に固
定されます。（P37）

• 連写設定していると、音声付静止画を撮
影できません。

• 連写とオートブラケットが同時選択さ
れている場合は、オートブラケットが優
先されます。

2
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かんたんモードについて

かんたんモード [ ] に合わせると：
• シンプルなメニューにしてあるので
設定が簡単

• 難しい記録画素数の設定も用途で表
すので選びやすい

• 文字が大きく見やすい表示に

気軽に撮りたいとき、人に撮影を頼
むときなどに最適です。 

1 モードダイヤルをかんたん

モード [ ] にする

2 [MENU] ボタンを押す

3 3/4で項目を選ぶ

4 2/1で設定内容を選ぶ

5 [MENU] ボタンを押す

6 撮影する

撮影手順は「撮影してみましょう
（通常撮影）（P26）」の 3 ～ 4 と同じ
です。

項目 設定内容

画質設定 • 引き伸ばし : Ａ4 などの大きめのサイズに
プリントするときに最適です。

• サービス版 : サービスサイズ（L 版）の大きさに
プリントするときに最適です。

• インターネット :電子メールの添付画像やホーム
ページ用画像などに使用するとき
に最適です。

オートレビュー • ON: 撮影後に撮影した画像が自動的に約 1 秒間
表示されます。

• OFF: 自動的に表示されません。

操作音 • ON: 操作音を出します。
• OFF: 操作音を消します。

時計設定 日付や時計を変更するときに設定します。（P24）

6

1
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■その他のかんたんモード設定

液晶明るさ
≥ [0] に固定されます。

パワーセーブ
≥ [2 分 ] に固定されます。
≥パワーセーブを解除するには、シャッターボタンを押すか、または電源スイッチを

[OFF] にしてからもう一度 [ON] にしてください。
≥AC アダプター使用時は、パワーセーブが働きません。

• 連写は低速のみになります。（P35）

• 撮影可能範囲は 30 cm- ∞（T 端時）、10 cm- ∞（W
端時）になります。

• 被写体までの距離が撮影可能範囲外で使用して
いるときは、フォーカス表示1が点灯していても
フォーカスが合っていない場合があります。

• 時計設定以外のかんたんモードでの設定内容は
他の撮影モードには反映されません。

• 撮影モード別の詳細設定については (P44)をご覧
ください。
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撮る • 応用
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近距離で撮る（マクロモード）

より近い被写体を撮影するときに
使います。レンズから 10 cm（W 端）
まで近づいて撮ることができます。

1 モードダイヤルをマクロ

[ ] にする

2 撮影する

撮影手順は「撮影してみましょう
（通常撮影）（P26）」の 3 ～ 4 と同じ
です。

• 撮影の状況に応じてフラッシュの設定
をしてください。（P32）

• フラッシュが届く範囲は、約 30 cm ～
2.4 m (W 端時）、約 30 cm ～ 140 cm (T
端時）です。（ISO100 時）
手ぶれ警告表示が出ているときは、フ
ラッシュの使用をおすすめします。

• 被写体までの距離が撮影可能範囲外で
使用しているときは、フォーカス表示が
点灯していてもフォーカスが合ってい
ない場合があります。

• マクロ設定時、光学ファインダー内は撮
影範囲とのずれが生じます。液晶モニ
ターを使用してください。

1

2

2048

30 cm

10 cm

50 cm

50 cm

KC42-S.book  38 ページ  ２００２年１２月２日　月曜日　午後１時２１分



– 39 –

øøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøø
人物を撮る（ポートレートモード）

人物のポートレートを撮影すると
きに、被写体を背景から際立たせて
撮影できます。
昼間の屋外での撮影に適しており、
ズーム位置はできるだけT側（望遠）
にし、被写体までの距離を近くし、
遠くにある背景を選ぶと、より効果
が出ます。

1 モードダイヤルをポート

レート [ ] にする

2 撮影する

撮影手順は「撮影してみましょう
（通常撮影）（P26）」の 3 ～ 4 と同じ
です。

• ホワイトバランスはお買い上げ時は
［AUTO］に設定されます。昼間の屋外で
の撮影に適した設定になります。

• 屋内で使用すると、色合いが変わる場合
があります。

• ホワイトバランスはお好みによりメ
ニュー変更することができます。（P45）

2048
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遠くの風景を撮る（風景モード）

遠くの風景をきれいに撮影したいときに
使用するモードです。屋外で被写体まで
の距離が 10 m 以上のときに最適です。窓
ガラス越しでも、遠くの風景を撮影する
ことができます。

1 モードダイヤルを風景 [ ]にする

2 撮影する

撮影手順は「撮影してみましょう（通常
撮影）（P26）」の 3 ～ 4 と同じです。

• フラッシュは発光禁止 [ ] に固定されます。

• 被写体までの距離が 3 m ～ ∞でピントが合い
ます。

• ホワイトバランスはお買い上げ時は［AUTO］に
設定されます。昼間の屋外での撮影に適した設
定になります。

• ホワイトバランスはお好みによりメニュー変
更することができます。（P45）
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夜景を背景に撮る
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（夜景ポートレートモード）

夜景をバックに人物などを撮影し
たいときに設定します。フラッシュ
とスローシャッターを使うことに
より、人物と共に背景も見た目に近
い明るさに露出されます。

1 モードダイヤルを夜景ポー

トレート [ ] にする

2 撮影する

撮影手順は「撮影してみましょう（通常
撮影）（P26）」の 3 ～ 4 と同じです。

夜景ポートレート撮影のコツ
• スローシャッターになるため、三脚の使
用をおすすめします。

• フラッシュ発光後、約 1 秒間はカメラを
動かしたり、被写体の人に動かないよう
に伝えてください。

• 被写体をフラッシュが届く範囲（約
30 cm ～ 2.4 m (W 端時）、約 30 cm ～
140 cm (T 端時）です。（ISO100 時））で撮
影してください。

• 広角で撮影することをおすすめします。

夜景だけを撮影する場合
• フラッシュを発光禁止 [ ]に設定すると、夜

景だけを撮影することができます。
シャッタースピードは最大約 8 秒になります。

• ホワイトバランスはお買い上げ時は
［AUTO］に設定されます。お好みでメ
ニューで変更することができます。

• 被写体によっては撮影後にシャッターが
閉じたままになることがありますが、信号
処理のためで、異常ではありません。

• 暗い場面で撮影したいとき、ノイズが目立つ
ことがあります。
ノイズが気になるときは、画質調整を[ナチュ
ラル ]（P54）にすることをおすすめします。

2
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カラーエフェクトモードで撮る

この機能を使うとブルー系、レッド系、白
黒の効果が得られます。
撮影イメージに合わせて使い分けてくだ
さい。

1 モードダイヤルをカラーエフェク

ト [ ] にする

2 4/2/1で [クール ]、[ウォーム]また
は [ 白黒 ] を選ぶ

• クール : 青っぽい映像になります。
冬の冷たいイメージなどを表現した
いときに有効です。

• ウォーム：赤っぽい映像になります。
暖かみのあるイメージを表現したい
ときに有効です。

• 白黒：白黒映像になります。

• 液晶モニターに / / 1が表
示されます。

• 再度設定したいときは [MENU]ボタン
を押してください。

• 撮影可能範囲は 30 cm- ∞（T 端時）、10 cm- ∞（W
端時）になります。

• [MENU] ボタンを２回押すと、通常のメニュー画
面が表示されます。

1

2

2

2048
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動画を撮影してみましょう

本機で動画を撮影することができ
ます。（付属の SD メモリーカード
16MBの場合、約 80秒記録すること
ができます）

1 モードダイヤルを動画 [ ]
にする

2 被写体が液晶モニターに入
るように合わせ、シャッター
ボタンを半押しする

• ピントが合うと、フォーカス表
示2[● ]が画面に点灯します。

3 シャッターボタンを全押し
して撮影を開始する

• 音声も同時に記録が始まりま
す。（本機の内蔵マイク1より
録音されます）

4 再度シャッターボタンを全
押しして撮影を終了する

• 記録途中でカードのメモリー
がいっぱいになると自動的に
撮影が終了します。

• 記録画素数は 320 × 240 画素に固定されます。
• 液晶モニターに表示される残り時間は、めやすです。
• 音声なしで動画を記録することはできません。
• 動画撮影中はズーム操作できません。
• マルチメディアカードを使う場合、動画記録後、フラッシュ/アクセスランプとカー
ドアクセス表示がしばらく点灯する場合がありますが、異常ではありません。

• オートフォーカス / ズーム / ホワイトバランス / 絞り値は、撮影を開始したとき
（最初のフレーム）の設定値に固定されます。
• カードの種類によっては動画撮影のとき、途中で撮影が終了する場合があります。
• 本機で撮影された動画を他機で再生すると、画質、音質が劣化したり、再生できな
い場合があります。

• 動画 [ ] のときは、レビューが使えません。

2

2,3,4

1
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撮影モード別設定可能機能一覧

P53

P34

P50

P49

P55
P56

P35

P54

P45

P51

P52

P47

P48
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自然な色合いに調整して撮る

øøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøø
（ホワイトバランス）

オートホワイトバランスにより、自
動で自然な色合いに撮ることがで
きますが、場面の状態や光源によっ
ては、自動で自然な色合いに撮れな
いことがあります。このような場合
に手動でホワイトバランスを設定
します。

[ 準備 ]

• モードダイヤル（ / / 以外）を

選んでおく。

1 [MENU] ボタンを押す

2 3/4で[ホワイトバランス]を
選ぶ

3 2/1でモードを選ぶ

• AUTO：自動で設定するとき                   
• （晴天）：屋外晴天下で撮影
するとき

• （曇り）：曇天や日陰で撮影
するとき

• （白熱灯）：白熱灯下で撮影
するとき

• （セットモード）：手動で設
定するとき（詳しい設定方法に
ついては次のページをご覧く
ださい）

4 [MENU] ボタンを押す

• メニュー画面が消えます。

5 撮影する

撮影手順は「撮影してみましょう
（P26）」の 3 ～ 4 と同じです。

5

1,4 2,3

2048

2,3
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自然な色合いに調整して撮る

øøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøø
（ホワイトバランス）（つづき）

ここでは、手動でホワイトバランス
を設定するセットモードについて
説明します。

[ 準備 ]

• モードダイヤル（ / / 以外）を

選んでおく。

1 [MENU] ボタンを押す

2 3/4で[ホワイトバランス]を
選ぶ

3 2/1でセットモード [ ]を
選ぶ

新しくホワイトバランスを設定し
たいときのみ

4 1を押す

•「白い被写体にカメラを向け
シャッターを押して下さい」とい
うメッセージが表示されます。

5 白い紙1などにカメラを向
けて、画面全体が白くなるよ
うにし、シャッターボタンを
全押しする

• ホワイトバランスが設定されます。

6 [MENU] ボタンを押す

• メニュー画面が消えます。

• ホワイトバランスの設定は、他の撮影モードにも反映されます。

• かんたんモード [ ] または動画 [ ] のときは、[AUTO] に固定されます。

• フラッシュ撮影すると、フラッシュ光に適したホワイトバランスが自動的に設定
されますが（手動でホワイトバランス設定時を除く）、フラッシュ光が十分に届か
ない被写体はホワイトバランスが合わない場合があります。

• 手動でホワイトバランス設定後、フラッシュ撮影すると、ホワイトバランスが合わない場合があ
ります。フラッシュ撮影時はホワイトバランスを [AUTO] に設定することをおすすめします。

5

1,6 2,3,4

2048

2,3

4
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記録画素数を変える

4 種類の記録画素数の中から、目的
に合わせて選ぶことができます。

[ 準備 ]

• モードダイヤル（ / / 以外）を

選んでおく。

1 [MENU] ボタンを押す

2 3/4で [ 記録画素数 ] を選ぶ

3 2/1で記録画素数を選ぶ

• ：2048 × 1536 画素
• ：1600 × 1200 画素
• ：1280 × 　960 画素
• ：　640 × 　480 画素

4 [MENU] ボタンを押す

• メニュー画面が消えます

• 動画 [ ] のときは、320 × 240 画素に
固定されます。

• 小さい記録画素数を選ぶと、１枚のメモ
リーカードにより多く記録できます。ま
た、データ容量が小さいので、電子メー
ルの添付画像やホームページ用画像な
どに使用するときに有効です。

• 大きい記録画素数を選ぶと、鮮明にプリ
ントすることができます。

1,4 2,3

2048 1600 1280

2,3

2048

1600

1280

640
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クオリティ（圧縮率）を変える

２種類のクオリティ（圧縮率）の中
から、目的に合わせて選ぶことがで
きます。

[ 準備 ]

• モードダイヤル（ / / 以外）を

選んでおく。

1 [MENU] ボタンを押す

2 3/4で [ クオリティ ] を選ぶ

3 2/1でクオリティ（圧縮率）
を選ぶ

• ：ファイン（低圧縮）
画質を優先し、高画質に記録し
ます。

• ：スタンダード（標準圧縮）
撮影枚数を優先し、画質は標準
で記録します。

4 [MENU] ボタンを押す

• メニュー画面が消えます。

• シーンによってモザイク状になること
があります。

• 記録枚数はめやすです。（ファイン、スタン
ダード混在時は、記録枚数は変動します）

• 液晶モニターに表示される残り枚数は
撮影された枚数分、減少しない場合があ
ります。

1,4 2,3

2048

2,3

  14934 7417
8820 4510

  18443 9622
  553

35080

129 29869

16MB 64MB

2048 1536

1600 1200

1280 960

640 480
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スポットモードで撮る

被写体の一部に特にピントと露出
を合わせて撮影することができま
す。コントラストの強い光線のもと
での撮影など、限られた範囲内にス
ポットを合わせるのに便利です。

[ 準備 ]

• モードダイヤル（ / / 以外）を

選んでおく。

1 [MENU] ボタンを押す

2 3/4で [スポットモード ]を
選ぶ

3 2/1で [ON] を選ぶ

4 [MENU] ボタンを押す

• メニュー画面が消えます。
• スポット AF エリア1とス
ポット測光ターゲット表示2
が画面に出ます。

5 被写体をスポットAFエリア
に合わせる

6 撮影する

撮影手順は「撮影してみましょう
（通常撮影）（P26）」の 3 ～ 4 と同じ
です。

• 被写体が暗いときは、ピントが通常より
合いにくい場合があります。

• スポット AF エリアでの最適な露出に設
定されますので、被写体によっては周り
が暗く映ったり、逆に白っぽくなる場合
があります。

• 被写体がスポット AF エリアから外れる
場合は、AF/AE ロック撮影（P29）を行っ
てください。

6

1,4 2,3

2048

2,3

4
2048
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ISO 感度を設定して撮る
ISO 感度とは、光に対する敏感さを
数値で表したもので、数値が高くな
るほど、暗い場所での撮影に適して
います。フラッシュを使用できない
場所や暗い場所での撮影に、ISO 感
度を変えることができます。

[ 準備 ]

• モードダイヤル（ / / 以外）

を選んでおく。

1 [MENU] ボタンを押す

2 3/4で [ISO 感度 ] を選ぶ

3 2/1で感度を選ぶ

• AUTO：明るさに応じて ISO感度
を自動的に上げていきます。そ
れでも画像が暗いときは、フ
ラッシュを使用してください。

• ：ISO50
• ：ISO100
• ：ISO200
• ：ISO400

4 [MENU] ボタンを押す
• メニュー画面が消えます。

5 撮影する

撮影手順は「撮影してみましょう（通
常撮影）（P26）」の 3 ～ 4 と同じです。

• かんたんモード [ ]または動画 [ ]の
ときは、[AUTO] に固定されます。

• ISO 感度を高くして撮影すると、画面に
ノイズが増えて、画質が劣化します。

• ノイズが気になるときは、画質調整を[ナ
チュラル ]（P54）にすることをおすすめ
します。

5

1,4 2,3

50 100

2,3

50

100

200

400
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音声付き静止画を撮る

１回、５秒間の音声が入った画像を
撮ることができます。

[ 準備 ]

• モードダイヤル（ / / 以外）を

選んでおく。

1 [MENU] ボタンを押す

2 3/4で [ 音声記録 ] を選ぶ

3 2/1で [ON] を選ぶ

4 [MENU] ボタンを押す

• メニュー画面が消えます。

• 液晶モニターに[ ]が表示され
ます。

5 シャッターボタンを全押し
して撮影する

• シャッターボタンを押し続け
る必要はありません。

• 音声は本機の内蔵マイク1よ
り録音されます。

• ５秒間録音後、自動的に終了し
ます。

• 録音中に[MENU]を押すと解除
されます。音声は記録されませ
ん。

• オートブラケットを設定していると、音
声付き静止画を撮ることができません。

（P56）

• 連写のときは、音声付き静止画を撮るこ
とができません。（P35）

2048

4

5

2,31,4

2,3
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常に AF を動作させる（AF 連続動作）
マクロ [ ] のときに、シャッターボ
タンを半押ししなくても、常に AF
を動作させることができます。
シャッターボタンを半押ししたと
きのピントが合うまでの時間が短
くなります。

[ 準備 ]
• モードダイヤルをマクロ [ ] にして

おく。

1 [MENU] ボタンを押す

2 3/4で [AF連続動作 ]を選ぶ

3 2/1で [ON] を選ぶ

4 [MENU] ボタンを押す

• メニュー画面が消えます。

• 液晶モニターに 1 が表示
されます。

（C-AF とは Continuous
コ ン テ ィ ニ ュ ア ス

 AF の
略です）

• マクロ [ ] 以外のときは、[OFF] に固定
されます。

• バッテリーの消耗は早くなります。

• ズーム操作を広角から望遠に変えたり、
急に被写体を遠くから近くに変えたあ
とはピントが合うのに時間がかかるこ
とがあります。

• 撮影中、ピントが合いにくいときは、再
度シャッターボタンを半押ししてピン
トを合わせてください。(P26)

• シャッターを半押ししたとき、画面が一
瞬止まりますが、故障ではありません。

2,3

1,4 2,3

2048

4
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さらに拡大して撮る（デジタルズーム）

光学 3 倍、デジタル 3 倍の最大 9 倍
まで拡大が可能になります。

[ 準備 ]

• モードダイヤル（ / 以外）を選ん

でおく。

1 [MENU] ボタンを押す

2 3/4で[デジタルズーム]を選
ぶ

3 2/1で [ON] を選ぶ

4 [MENU] ボタンを押す

• メニュー画面が消えます。

ズームの調整や撮影手順は、「大き
く（望遠）または広く（広角）撮る」

（P31）と同じです。

デジタルズームを[ON]にすると、デ
ジタルズーム表示1が出ます。

光学ズームの最も望遠側まで拡大
すると、一旦ズーム位置表示のバー
が停止します。その状態でズームボ
タン (T) を押し続けるか一旦ズーム
ボタンを離して再度押すとデジタ
ルズーム領域に入ることができま
す。

• デジタルズーム使用時は三脚の使用を
おすすめします。

• デジタルズームは拡大するほど画質が
劣化します。

2048

2048

2,3

1,4 2,3
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画質を調整する

øøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøø

（ナチュラル / 標準 / ヴィヴィッド）
[ 準備 ]

• モードダイヤル（ / / 以外）を

選んでおく。

1 [MENU] ボタンを押す

2 3/4で [ 画質調整 ] を選ぶ

3 2/1で [ナチュラル ]、[標準 ]
または[ヴィヴィッド]を選ぶ

• ナチュラル : より柔らかいイ
メージの画像になります。

• ヴィヴィッド：よりくっきりと
したイメージの画像になりま
す。

4 [MENU] ボタンを押す

• メニュー画面が消えます。

• かんたんモード [ ]または動画 [ ]の
ときは、画質調整は設定できません。

• 暗い場面で撮影したいとき、ノイズが目
立つことがあります。
ノイズが気になるときは、画質調整を
[ナチュラル ]にすることをおすすめしま
す。

1,4 2,3

2,3
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露出を補正して撮る

被写体と背景の明るさにきわめて
大きく差がある場合など、適正な露
出が得られないときに補正します。

[ 準備 ]

• モードダイヤル（ / / 以外）を

選んでおく。

1 [ ] ボタンを押す

2 2/1で露出を調整する

• － 2EV から＋ 2EV の範囲で
1/3EV ステップで補正できま
す。

（EV とは Exposure Value の略
で、露出量を表す単位です）

• 絞り値またはシャッタース
ピードが変化するとEVが変化
します。

• 補正した明るさは液晶モニ
ターには反映されません。

3 4/[REVIEW/SET] ボタンを
押す

• 調整画面が消えます。
• 液晶モニターに露出補正値 1
が表示されます。

4 撮影する

撮影手順は「撮影してみましょう
（通常撮影）（P26）」の 3 ～ 4 と同じ
です。

• シャッタースピードと絞り値によっては、
露出補正できない範囲があります。

+1/3EV

2

4

1,2,3

2048

3

1/3/3
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オートブラケットで撮る（AEブラケット撮影）
１回シャッターを押すと、設定され
た露出補正量の幅に従って、カメラ
が露出を変えながら自動的に３枚
撮影します。

[ 準備 ]

• モードダイヤル（ / / 以外）

を選んでおく。

1 [ ] ボタンを 2 回押して

[  オートブラケット ]を選ぶ

2 1を押したあと、2/1で露
出の補正量を決める

• OFF
• － 1EV ～＋ 1EV
（1/3EV ステップ）

3 4/[REVIEW/SET] ボタンを
押す

• 調整画面が消えます。
• 液晶モニターにオートブラ
ケット1が表示されます。

4 撮影する

撮影手順は「撮影してみましょう
（通常撮影）（P26）」の 3 ～ 4 と同じ
です。

• 一度撮影すると自動的に解除されます。
• フラッシュが光る場合は１枚しか撮れ
ません。

• オートブラケットを設定すると、音声付
き静止画を撮ることができません。

• 連写とオートブラケットが同時選択さ
れている場合は、オートブラケットが優
先されます。

EV

2

4

1,2,3

2048

3
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見る

øøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøø
撮影した静止画を再生する

1 モードダイヤルを再生 [ ]
にする

• 最後に撮影した画像が再生さ
れます。

2 2で前の画像を再生する
1で次の画像を再生する

• 押すごとに前の（次の）画像が
再生されます。

• 最後に撮影した画像の次は、最
初の画像になります。

再生中に2/1を押し続ける

1：早送り
2：早戻し

• ファイル内の番号が増 / 減していきま

す。2/1 を離すとその番号の画像が

表示されます。

• 本機は電子情報技術産業協会（JEITA）に
て制定された統一規格 DCF(Design rule
for Camera File system) に準拠していま
す。

• 本機で再生できるファイル形式は JPEG
です。（JPEG 形式でも再生できないもの
もあります）

• 他機で撮影された静止画を再生すると、
画質が劣化したり、再生できない場合が
あります。

• 規格外のファイルを再生したときは
フォルダー/ ファイル番号が［ー］で表示
され、画面が黒くなる場合があります。

1

2

2048

01/10

2002.  11.  1    10:002002 11 1 10:00
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音声付き静止画を再生する

1 モードダイヤルを再生 [ ]
にする

2 2/1で音声アイコン [ ]が
付いた画像を選ぶ

3 4/[REVIEW/SET] ボタンを
押して音声を再生する

• スピーカー1から音声が聞こ
えます。

■スピーカーの音量調整について
セットアップメニューから設定し
てください。（P22）

1

2,3

2048

1/10

2002.  11.  1    10:00

KC42-S.book  58 ページ  ２００２年１２月２日　月曜日　午後１時２１分



– 59 –

øøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøø
９枚ずつ画像を表示する（マルチ再生）

１画面に９枚の画像を表示するこ
とができます。

[ 準備 ]

• モードダイヤルを再生 [ ] にする。

1 画像再生中に、ズームボタン

[ ] を押す

• マルチ再生（９コマ）になりま
す。

2 3/4/2/1で画像を送る

• １画面表示に戻るときはズー
ムボタン [ ] を押してくださ
い。黄色で表示された番号の画
像が１画面表示されます。

1
W T

2

1 2 3

4 5 6

7 8 9

10 11 12

13 14
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再生画面を拡大する（再生ズーム）

再生中の画像を拡大して表示する
ことができます。（2倍 /4倍 /8倍 /16
倍）

[ 準備 ]

• モードダイヤルを再生 [ ] にする。

1 画像再生中に、ズームボタン

[ ] を押す

• ズームボタン [ ] を押すごと
に、ズーム倍率が大きくなりま
す。

• ズームボタン[ ]を押すごとに
ズーム倍率が小さくなります。

•3/4/2/1 で拡大位置を変え
ることができます。

■ 再生ズーム中に画像を削除する
には

[ ] ボタンを押してください。
「この画像を削除しますか？」とい
うメッセージが出たら、2/1で

「はい」を選び、4/[REVIEW/SET]ボ
タンを押してください。(P62)

• 再生ズームは、拡大するほど画質が劣化
します。

• 他機で撮影した画像は、再生ズームでき
ない場合があります。

1
W T
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撮影した動画を再生する

[ 準備 ]

• モードダイヤルを再生 [ ] にする。

1 2/1で動画アイコン [ ]が
付いたファイルを選ぶ

2 4/[REVIEW/SET] ボタンを
押して動画を再生する

•4を押すと停止します。

動画再生中に2/1を押し続ける

1：早送り
2：早戻し

• 離すと通常の動画再生に戻ります。

動画再生中に3を押す

• もう一度3を押すと一時停止が解除

されます。

■スピーカーの音量調整について
セットアップメニューから設定し
てください。（P22）

• 動画再生中や一時停止中、再生ズームは
できません。

• 本機で再生できるファイル形式は
QuickTime Motion JPEG です。

• パソコンや他機で記録されたQuickTime
Motion JPEG ファイルを本機で再生で
きない場合があります。

• 他機で撮影された動画を再生すると、画
質が劣化したり、再生できない場合があ
ります。

• 大容量のカードを使用したとき、早戻し
が遅くなる場合があります。

1,2

1/10

2002.  11.  1    10:00

Ø

REVIEW
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編集する

øøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøø

画像を削除する 
カードに記録された画像を削除し
ます。
画像は一度削除すると元に戻すこ
とができません。よく確認してから
削除してください。

[ 準備 ]

• モードダイヤルを再生 [ ] にする。

• プロテクト設定を解除しておく。
（P65）

[1 枚削除 ]
1 2/1 で削除したい画像を選

ぶ

2 [ ] ボタンを押す

3 2/1で [ はい ] を選ぶ

4 4/[REVIEW/SET] ボタンを
押す

• 選択した画像が削除されます。

2,3

1,3,42
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[ 複数削除 ]
一度に削除できるのは 50 枚までで
す。
画像は一度削除すると元に戻すこ
とができません。よく確認してから
削除してください。

1 [ ] ボタンを 2 回押す

2 3/4で[複数削除]を選び、1
を押す

3 2/1 で削除したい画像を選
ぶ

4 4/[REVIEW/SET] ボタンを
押す

• 設定した画像に [ ] が表示され
ます。再度 4/[REVIEW/SET] を
押すと設定が解除されます。

• プロテクトされていると設定
した画像に [ ] アイコンが赤
く点滅し、画像を削除できませ
ん。プロテクト設定を解除して
おいてください。（P65）

5 [ ] ボタンを押す

6 「設定画像を削除します
か？」というメッセージが出
ると、2/1で [ はい ] を選ぶ

7 4/[REVIEW/SET] ボタンを
押す

• 選択された複数枚の画像が一
度に削除されます。

2,3,4,6,71,5

2

7 8 9

10 11

3,4

6
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øøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøø
画像を削除する（つづき）

[ 全画像削除 ]
画像は一度削除すると元に戻すこ
とができません。よく確認してから
削除してください。

1 [ ] ボタンを 2 回押す

2 3/4で[全画像]を選び、1を
押す

3 「全ての画像を削除します
か？」というメッセージが出
ると、2/1で [ はい ] を選ぶ

4 4/[REVIEW/SET] ボタンを
押す

• プロテクトされた画像 (P65)、
DCF 規格外のファイル（P57）
は削除されません

• 削除中は電源を [OFF] にしたり、カード
を抜かないでください。

• バッテリー残量（P15）が少ないときは、
AC アダプターの使用をおすすめしま
す。

1 2,3,4

2

3

KC42-S.book  64 ページ  ２００２年１２月２日　月曜日　午後１時２１分



– 65 –

øøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøø
カードの画像をプロテクトする

カードに記録した大切な画像を誤っ
て削除しないように、プロテクトする
ことができます。

[ 準備 ]

• モードダイヤルを再生 [ ] にする。

[1 枚設定 / 解除 ]
1 [MENU] ボタンを押す

2 3/4で[プロテクト]を選び、
1を押す

3 3/4で [1枚設定 ]を選び、1
を押す

4 2/1で画像を選ぶ

5 4/[REVIEW/SET] ボタンを
押す

• プロテクトアイコン表示1で
設定、再度4/[REVIEW/SET] ボ
タンを押すとプロテクトアイコ
ンが消えて解除できます。

6 [MENU] ボタンを 2 回押す

• メニュー画面が消えます。

4,5

2,3

1,6 2,3,4,5
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カードの画像をプロテクトする（つづき）

[ 複数設定 / 解除 ]

1 [MENU] ボタンを押す

2 3/4で[プロテクト]を選び、
1を押す

3 3/4で[複数設定]を選び、1
を押す

4 2/1で画像を選ぶ

5 4/[REVIEW/SET]ボタンを押す
• プロテクトアイコン表示で設定、
再度4/[REVIEW/SET] ボタン
を押すとプロテクトアイコンが
消えて解除できます。

6 手順4と5を繰り返し、最後に
[MENU] ボタンを 2 回押す

• 複数枚の画像が一度にプロテ
クトされます。

• メニュー画面が消えます。

1,6 2,3,4,5
2,3

7 8 9

10 11

7 8 9

10 11

4

5
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[ 全解除 ]

1 [MENU] ボタンを押す

2 3/4で[プロテクト]を選び、
1を押す

3 3/4で[全解除]を選び、1を
押す

4 「全てのプロテクトを解除し
ますか？」というメッセージ
が出たら、2/1で [ はい ] を
選ぶ

5 4/[REVIEW/SET] ボタンを押す
• すべてのプロテクトが解除さ
れます。

6 [MENU] ボタンを押す
• メニュー画面が消えます。

• 画像をプロテクトしても、フォーマット
した場合は削除されます。

• プロテクトされたファイルを削除しよう
とすると、「この画像はプロテクトされて
います」または「プロテクトされた画像は
削除できませんでした」というメッセージ
が表示され、削除できません。ファイルを
削除したいときは、プロテクト設定を解除
してください。

• プロテクト設定は本機でのみ有効です。
• プロテクト設定をしていなくても、SD
メモリーカードの書き込み禁止スイッ
チを「LOCK」側にしておくと、画像の削
除はできません。

• プロテクトされている画像にはアフレ
コはできません。 (P73)

1,6 2,3,4,5

2,3

4
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プリント情報をカードに書き込む

øøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøø

（DPOF プリント設定）
プリントしたい画像、プリント枚数
などの情報（DPOF プリントデー
タ）をカードに書き込むことができ
ます。
DPOF とは Digital Print Order 
Format の略です。DPOF 対応のシ
ステムで活用できるようにカード
のメモリー画像にプリント情報な
どを付加できるようにしたもので
す。

[ 準備 ]

• モードダイヤルを再生 [ ] にする。

[1 枚設定 ]
1 [MENU] ボタンを押す

2 3/4で [DPOFプリント ] を
選び、1を押す

3 3/4で[１枚設定]を選び、1
を押す

4 2/1で画像を選ぶ

5 3/4でプリント枚数を選ぶ

• プリント枚数は 1 ～ 999 枚ま
で設定できます。

6 [MENU] ボタンを 2 回押す

• メニュー画面が消えます。

[1 枚解除 ]
「１枚設定」の手順5でプリント枚数
を 0 にすると、解除設定できます。

2,3

1

4

5

1,6 2,3,4,5

プリント枚数設定表示（P88）
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[ 複数設定 ]

1 [MENU] ボタンを押す

2 3/4で [DPOFプリント ] を
選び、1を押す

3 3/4で[複数設定]を選び、1
を押す

4 2/1で画像を選ぶ

5 3/4でプリント枚数を選ぶ

• プリント枚数は 1 ～ 999 枚ま
で設定できます。

6 手順4と5を繰り返し、最後に
[MENU] ボタンを 2 回押す

• 複数枚の画像が一度に DPOF
設定されます。

• メニュー画面が消えます。

[ 複数解除 ]
「複数設定」の手順5でプリント枚数
を 0 にすると、解除設定できます。

• DPOFプリントの設定はスライドショー
の DPOF 設定には反映されません。

• DCF 規格に準拠していないファイルは
DPOF プリント設定できません。（DCF
とは Design rule for Camera File system
の略で、（社）電子情報技術産業協会の
ファイルシステム規格に準拠した記録
方式です）

• 本機で DPOF プリント設定すると、他機
種で設定されたDPOF情報はすべて解除
され、本機の DPOF 設定が上書きされま
す。

•「メモリーカード残量がありません」という
メッセージが出たら全解除をして、再度
DPOF プリント設定してください。

2,3

3

7 8 9

10 11

7 8 9

10 11

4

5

1,6 2,3,4,5

プリント枚数設定表示（白）
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［全解除］
1 [MENU] ボタンを押す

2 3/4で [DPOFプリント ] を
選び、1を押す

3 3/4で [全解除]を選び、1を押す

4 「全てのDPOFプリント設定
を解除しますか？」という
メッセージが出たら、2/1
で [ はい ] を選ぶ

5 4/[REVIEW/SET] ボタンを押す
• すべての DPOF プリント設定
が解除されます。

6 [MENU] ボタンを押す
• メニュー画面が消えます。

［インデックス設定 / 解除］

1 [MENU] ボタンを押す

2 3/4で [DPOFプリント ] を
選び、1を押す

3 3/4で [インデックス ]を選
び、1を押す

4 「インデックスプリントを設
定しますか？」というメッ
セージが出たら、2/1で
[ はい ] を選ぶ

• すでにインデックスが設定されてい
る場合は、「インデックスプリントを
設定/解除しますか？」というメッセー
ジが出ますので、2/1で [ 設定 ] また
は [ 解除 ] を選んでください。

5 4/[REVIEW/SET] ボタンを押す
• すべての画像が設定/解除されます。

6 [MENU] ボタンを押す
• メニュー画面が消えます。

2,3

1,6 2,3,4,5

4

4
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使いこなす

øøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøø
スライドショーを見る（自動再生）

カード内の指定した画像を自動的
に連続させて見ることができます。

[ 準備 ]

• モードダイヤルを再生 [ ] にする。

1 [MENU] ボタンを押す

2 3/4で[スライドショー]を選
び、1を押す

3 3/4 で [ 全画像 ] または
[DPOF] を選び、1を押す

• 全画像：すべての画像を見る
DPOF：手順４で DPOF スライ
ドショー設定した画像を見る

4 3/4/2/1で [ 再生間隔 ]/
[ 音声 ]/[DPOF 設定 ] または
[ 全解除 ] を設定する

• 再生間隔：1、2、3、5 秒の中から
設定できます。

• 音声：[ON]または [OFF]を設定
できます。[ON] を選ぶと、音声
付き静止画をスライドショー
させることができます。

• DPOF 設定（手順３で［DPOF］
を選んだときのみ）：スライド
ショーさせたい画像を選ぶこ
とができます。

• 全解除（DPOF 設定したときの
み）：DPOF スライドショー設
定を解除できます。

5 3/4で [スライドショー]を
選ぶ

6 1を押す

• スライドショーが始まります。

• [MENU] を押すと終了します。

1 2,3,4,5,6

2,3

4

6
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スライドショーを見る（自動再生）（つづき）

• DPOF スライドショー設定を行うと、

DPOF マークが緑色1で表示されます。

• DPOF プリントが設定されている画像に

DPOF スライドショー設定を行うと
DPOF マークとプリント枚数が緑色2

で表示されます。

• スライドショーで動画再生はできません。

• スライドショーの DPOF 設定は、DPOF プリントの設定には反映されません。

• DPOF 設定しないで DPOF スライドショーはできません。

• [ 音声 ] を [ON] にして音声付き静止画を再生するとき、音声記録で 5 秒、アフレコ
で最大 10 秒間音声が再生されます。

• 付属の CD-ROM のソフトウェア「SD Viewer for DSC」で編集された SD スライド
ショーを本機で見ることができます。103 ページをお読みください。

• 付属のソフト [SD Viewer for DSC] で DPOF 設定された画像は本機では DPOF ス
ライドショーできません。DPOF スライドショー設定は本機で行ってください。

• 本機で DPOF スライドショー設定すると、他機種で設定された DPOF 情報はすべ
て解除され、本機の DPOF 設定が上書きされます。

1/10

1/10
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撮影したあとに音声を入れる（アフレコ）

撮影した画像に、後から10秒までの
音声を入れることができます。

[ 準備 ]

• モードダイヤルを再生 [ ] にする。

1 [MENU] ボタンを押す

2 3/4で[アフレコ]を選び、1
を押す

3 2/1で画像を選ぶ

4 4/[REVIEW/SET] ボタンを
押して、録音を開始する

• すでに音声が入っている場合、
アフレコすると元の音声はな
くなります。

• すでに音声が入っている場合、
「音声データを上書きします
か」というメッセージが出ま
す。2/1 で [ はい ] を選び、
4/[REVIEW/SET] ボタンを押
して録音を開始してください。

• 音声は本機の内蔵マイク1よ
り録音されます。

5 4/[REVIEW/SET] ボタンを
押して、録音を終了する

•4/[REVIEW/SET] ボタンを押
さなくても、約 10 秒間録音す
ると、自動的に終了します。

6 [MENU] ボタンを押す

• メニュー画面が消えます。

• 動画にアフレコすることはできません。

• プロテクトされている画像にはアフレ
コはできません。 (P65)

1,6 2,3,4,5

2

3,4
2048
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携帯電話 /feel H”(H”) につなぐ
撮影した画像を携帯電話
（au/Tu-Ka）/feel H”(H”) の壁紙や着
信画面、E メールの添付用の画像と
して自動的にリサイズ（小さくす
る）して別売のシリアルケーブル、
DMW-PC1（au 用）/DMW-PT1
（Tu-Ka 用）/DMW-PH1（feel H”(H”)
用）を使って携帯電話 /feel H”(H”)
へ転送することができます。

■本機側の操作

1 モードダイヤルを再生 [ ]
にする

2 2/1で画像を選ぶ（P57）

■携帯電話 /feel H”(H”) 側の操作

• 画像を携帯電話 /feel H”(H”) に
取り込むときは、詳しくは、お
使いの携帯電話 /feel H”(H”) の
取扱説明書の外部機器接続の
項目をご覧ください。（画像は
携帯電話 /feel H”(H”) 側の操作
により、指定サイズに変更され
ます）

• 詳しくは別売のシリアルケーブルの取
扱説明書をお読みください。

• 携帯電話 /feel H”(H”) の適用機種について
はパナソニックのホームページ

（http://www.panasonic.co.jp/products/dc/）
をご覧ください。

USB

SERIAL

A/V OUT
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携帯電話 /feel H”(H”) に添付する画像を

øøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøø
カードに書き込む（携帯画像）
携帯電話 /feel H”(H”) へ SD メモリーカード経由で受け渡しするための
画像（320 × 240 画素）を作成します。
この機能を使うと DPOF 自動送信ファイル（AUTXFER.MRK）が SD メ
モリーカードに作られます。携帯電話 /feel H”(H”) の DPOF 機能により
ファイル内の画像が自動的に選択され、簡単にメールに添付することが
できます。作成された画像は、SD メモリーカードスロット付きの一部の
携帯電話 /feel H”(H”)（2002 年 10 月現在の対応機種は KX-HS100、
KX-HF300、KX-HS110、KX-HV50、KX-HV200、KX-HV210）で使えます。

[ 準備 ]

• モードダイヤルを再生 [ ] にする。

1 [MENU] ボタンを押す

2 3/4で[携帯画像]を選び、1を
押す

3 3/4で[画像作成]を選び、1を
押す

4 2/1で画像を選ぶ

5 4/[REVIEW/SET] ボタンを
押す

• 選択した画像が設定されます。

• 必要枚数分繰り返してくださ
い。（最大９枚まで）

6 [MENU] ボタンを押す

• 約２秒間設定した画像が表示
されます。

7 [MENU] ボタンを押す

• メニュー画面が消えます。

• 設定されているすべての画像
を削除すると、再度、携帯画像
を作成することができます。

2,3

11KB

2048

4,5

1,6,7 2,3,4,5
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1 [MENU] ボタンを押す

2 3/4で[携帯画像]を選び、1を
押す

3 3/4で[画像確認]を選び、1を
押す

4 2/1で画像を送り、確認する

5 [MENU] ボタンを 2 回押す
• メニュー画面が消えます。

1 [MENU] ボタンを押す

2 3/4で[携帯画像]を選び、1を
押す

3 3/4で [ 画像削除 ] を選び、
1を押す

4 「送信フォルダ内の全ての画
像を削除しますか？」という
メッセージが出たら2/1で
[ はい ] を選ぶ

5 4/[REVIEW/SET]ボタンを押す
• 送信フォルダ内の全ての画像
が削除されます。

6 [MENU] ボタンを押す
• メニュー画面が消えます。

• 携帯電話添付用画像の画像サイズは
[320 × 240] 画素に設定されています。

• 設定されているすべての画像を削除すると、
再度、携帯画像を作成することができます。

• 他機で撮影した画像から携帯画像を作
成できない場合があります。

• 動画の画像や音声付き画像から携帯画像を
作成できません。

• 画像転送前に、画像を確認してください。

11KB

4

4

1,6 2,3,4,5

1,5 2,3,4
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画像のサイズを変える（リサイズ）

撮影した画像のサイズを小さくする
ことができます。E メール添付やホー
ムページ用に画像容量を小さくした
いときなどにこの機能の使用をおす
すめします。

[ 準備 ]

• モードダイヤルを再生 [ ] にする。

1 [MENU] ボタンを押す

2 3/4で [ リサイズ ] を選び、
1を押す

3 2/1で画像を選び、4を押す

4 2/1 で変更したいサイズを
選ぶ

• ：1600 × 1200

• ：1280 × 960
• ：  640 × 480

5 4/[REVIEW/SET] ボタンを
押してサイズを決定する

6 「元の画像を削除します
か？」というメッセージが出
たら、2/1で [ はい ] または
[ いいえ ] を選ぶ

7 4/[REVIEW/SET] ボタンを押す

8 [MENU] ボタンを押す
• メニュー画面が消えます。

• サイズが [640 × 480] 画素以下の画像、
および縦横比が4：3以外の画像はリサイ
ズできません。

• 動画の画像や音声付き画像は、リサイズ
できません。

• 他機で撮影した画像は、リサイズできな
い場合があります。

1600

2048

2048

2048

3

4

6

2

1,8 2,3,4,5,6,7
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画像を切り抜く（トリミング）

必要な部分のみを切り抜いて（トリ
ミング）、引き伸ばすことができま
す。

[ 準備 ]

• モードダイヤルを再生 [ ] にする。

1 [MENU] ボタンを押す

2 3/4で [トリミング ]を選び、
1を押す

3 2/1で画像を選び、4を押す

4 ズームボタン [ ] を押すと
ズームイン、[ ] を押すと
ズームアウトします

5 3/4/2/1で画像を動かす

6 シャッターボタンを押して
決定する

3

4,5,6

2048

2048

6

2,3,5,7,81,9

4
W T

2

KC42-S.book  78 ページ  ２００２年１２月２日　月曜日　午後１時２１分



– 79 –

7 「元の画像を削除します
か？」というメッセージが出
たら、2/1で [ はい ] または
[ いいえ ] を選ぶ

8 4/[REVIEW/SET] ボタンを
押す

9 [MENU] ボタンを押す

• メニュー画面が消えます。

• サイズが [640 × 480] 画素未満の画像、
および縦横比が4：3以外の画像はトリミ
ングできません。

• 他機で撮影した画像は、トリミングでき
ない場合があります。

• 動画の画像や音声付き画像は、トリミン
グできません。

• トリミングを行うと、切り取るサイズに
よっては元の画像より記録画素数が小
さくなる場合があります。

6

2,3,5,7,81,9

4
W T

7
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カードをフォーマットする

通常、カードはフォーマット
（初期化）する必要はありません。
「メモリーカードエラー」と
メッセージが表示された場合に
フォーマットしてください。
• パソコンやその他の機器でフォー
マットされたカードを使用する場合
も再度本機でフォーマットしてくだ
さい。

• プロテクトされた画像も含めてす
べてのデータは一度フォーマット
すると元に戻すことができませ
ん。よく確認してからフォーマット
してください。

[ 準備 ]

• モードダイヤルを再生 [ ] にする。

1 [MENU] ボタンを押す

2 3/4で [フォーマット ]を選
び、1を押す

3 「メモリーカード上の全ての
デ ー タ が 削 除 さ れ ま す
フォーマットしますか？」と
いうメッセージが出たら、
2/1で [ はい ] を選ぶ

4 4/[REVIEW/SET] ボタンを
押す

• カードがフォーマットされま
す。

• フォーマット中は電源を切らないでく
ださい。

• カードがフォーマットできないときは
お買い上げの販売店へご連絡ください。

• バッテリー残量（P15）が少ないときは、ACア
ダプターの使用をおすすめします。

2

3

1 2,3,4
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テレビに画像を映して再生する

■撮ったものを海外で見るには

その国のテレビ方式に応じて、メニュー画面の [ ビデオ出力 ] の項目

で、[NTSC]（日本やアメリカなど）または [PAL]（ヨーロッパなど）を選ん
でください。（P104）

付属のA/Vケーブルを使ってカメラ
とテレビを接続すると、テレビに画
像を表示して再生ができます。

[ 準備 ]
• 電源スイッチを [OFF] にし、テレビの

電源も切っておく。

1 カメラの A/V OUT 端子に

A/V ケーブルを確実に接続
する

2 テレビの映像入力端子と音
声入力端子に A/V ケーブル
を接続する

3 テレビの電源を入れ、
「外部入力」にする

4 電源スイッチを [ON] にし、

モードダイヤルを再生 [ ]
にする

• 画像がテレビに表示されます。

• 接続時は、本機の電源として AC アダプターを使うことをおすすめします。
接続方法は「電源コンセントにつないで使う」と同じです。（P17）

• 付属の専用ケーブル以外は使わないでください。

• モードダイヤルを再生[ ]にしているときのみ、テレビに画像を表示させることが

できます。

• テレビの取扱説明書もお読みください。

A/V OUT

USB

SERIAL
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パソコンと接続する

• WindowsR 98/98 SE をご使用のかたは、USB ドライバーのインストールを

行ってから接続してください。
（WindowsR Me/2000/XP、Mac OS 9.x/Mac OS X をご使用のかたは

USB ドライバーをインストールする必要ありません）

1 本機にカードを入れ、電源ス

イッチを [ON] にする

2 付属のUSB接続ケーブルで、
本機とパソコンを接続する

[ マイコンピュータ ] フォルダーに
ドライブが表示されます。

• 初めて接続したときは、Windows のプ

ラグアンドプレイにより、デジタルカ
メラを認識するために必要なドライ
バーが自動的にインストールされ、そ
のあと [ マイコンピュータ ] フォル

ダーにドライブが表示されます。

画面上にドライブが表示されます。

• 通信中はフラッシュ/ アクセスランプが点灯します。

• 接続時は、本機の電源として AC アダプターを使うことをおすすめします。接続方
法は「電源コンセントにつないで使う」と同じです。（P17）

• 接続時は、A/V OUT 端子から映像や音声は出力されません。

• 詳しくは別冊の「パソコン接続編」をお読みください。

USB

SERIAL

A/V OUT

KC42-S.book  82 ページ  ２００２年１２月２日　月曜日　午後１時２１分



– 83 –

øøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøø

USB ダイレクトプリントする
[ 接続する ]
付属の USB 接続ケーブルを使って
カメラをUSB DIRECT-PRINT対応
プリンターに直接接続し、デジタル
カメラの液晶モニター上で写真選
択や印刷開始を指示することがで
きます。
（プリンターの取扱説明書もお読み
ください）

1 本機にカードを入れ、電源ス

イッチを [ON] にする

2 プリンターの電源を入れる

3 付属のUSB接続ケーブルで、
本機とプリンターを接続す
る

• 接続時は、本機の電源として AC アダプ
ターを使うことをおすすめします。接続
方法は「電源コンセントにつないで使
う」と同じです。（P17）

• ダイレクトプリント終了後、USB 接続
ケーブルと DC コードを抜いてくださ
い。

USB

SERIAL

A/V OUT
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USB ダイレクトプリントする（つづき）

[ 選択画像 ]
[ 準備 ]
• プリンターに接続する（P83）
• 用紙サイズや印字品質などプリン
トの設定をする。（プリンターの取
扱説明書をお読みください）

1 DPOF プリントが設定され

ている場合は、1 の画面が
表示されます。
2/1で [ 選択画像 ] を選び
4/[REVIEW/SET] ボタンを
押す

≥DPOFプリントが設定されていない
場合は、2 の画面が表示されます。

2 2/1 でプリントしたい画像
を選び4/[REVIEW/SET] ボ
タンを押す

• 約 2 秒間「プリントする画像を選ん
でください。」と表示されます。

3 プリント枚数を設定したい
場合は、3を押し、2/1で
プリント枚数を設定し、
4/[REVIEW/SET] ボタンを
押す

4 2/1で [ はい ] を選ぶ

•「プリンタを確認してください
プリントを開始しますか？」と
表示されます。

5 4/[REVIEW/SET] ボタンを押す

• 印刷が開始されます。

• 途中で印刷を中止したい場合は [MENU]
を押してください。

1

1

2

3,4

5 2048
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[DPOF]
[ 準備 ]
• プリンターに接続する（P83）
• あらかじめカメラで DPOF プリント
の設定をしておく（P68）

• 用紙サイズや印字品質などプリント
の設定をする。（プリンターの取扱説
明書をお読みください）

1 DPOF プリントが設定され

ている場合は、この画面が表
示されます。2/1で [DPOF]
を選ぶ

• [MENU]を押すとDPOFプリン
トの設定が変更できます。

（P68）

2 4/[REVIEW/SET] ボタンを
押す

•「プリンタを確認してください
プリントを開始しますか？」と
表示されます。

3 2/1 で [ はい ] を選び
4/[REVIEW/SET] ボタンを
押す

• 印刷が開始されます。

≥途中で印刷を中止したい場合は [MENU]
を押してください。

• 枚数表示が 255 以上になると、残り枚数
が [ －－－－ ] で表示されます。

2

1

3

5

2048
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使い終わったら

デジタルカメラを使い終わったら、
以下の手順のあと、別売のソフト
ケース（DMW-CFT7）などに入れて
保管することをおすすめします。

1 電源スイッチを[OFF]にする
• レンズが収納されます。

2 カードを取り出す（P18）

3 バッテリーを外す（P16）

• カメラを長期間使用しないときは、必ず
バッテリーを取り出しておいてくださ
い。（バッテリーを再度入れたときは、時
計を設定し直してください）

• 高温、多湿、油煙の多いところに長期間
保管すると、レンズにカビが付いたり、
つゆつきが起こったりする場合があり
ます。

• 涼しく、乾燥していて、風通しのよい、ほ
こりや化学薬品のないところに保管し
てください。長期間の保存には密閉した
容器に乾燥剤と一緒に入れることをお
すすめします。

1
OFF ON

2
LOCK

3
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液晶モニターの表示
液晶モニターの画面表示は、デジタルカメラの操作状態を示しています。

［撮影時］

1 撮影モード（P7）

2 フラッシュモード（P32）

3 ホワイトバランス（P45）

4 ISO 感度（P50）

5 記録画素数（P47）

6 クオリティ（圧縮率）（P48）

7 バッテリー残量（P15）

8 残り枚数 / 時間
動画時：×××秒

9 手ぶれ警告（P28）

10 ：記録動作表示

11 ：音声記録（P51）

12 ズーム（P31, P53）

（デジタルズーム設定時： )

13 セルフタイマーモード（P34）

14 カードアクセス表示（P19）

15 ：AF エリア（P26）

16 絞り表示（P26）/ シャッタース
ピード表示（P26）

17 露出補正（P55）

18 オートブラケット（P56）
：オート（AE）ブラケット

19 現在日時（P24）
起動時 / 時計設定後約 5 秒間表
示します。

20 スポット AF エリア（P49）

21 ：スポット測光ターゲット
（P49）

22 ：フォーカス表示（P26）

23 連写（P35）

24 AF 連続動作（P52）

25 カラーエフェクトモード
（P42）

002.  11.  1    10:00
F2.8  1/250

1 2 3 4 5 6 7

8
9
11

15

13

14

12

1617

18

22

20
21

23
24

25

19

2048

その他
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液晶モニターの表示（つづき）

［かんたんモード時］

1 フラッシュモード（P32）

2 連写（P35）

3 フォーカス表示（P37）

4 手ぶれ警告（P28）

5 画質設定（P36）

6 バッテリー残量（P15）

7 残り枚数

8 ズーム（P31）

9 記録動作表示

10 セルフタイマーモード（P34）

11 カードアクセス表示（P19）

12 AF エリア（P26）

13 現在日時（P24）
起動時 / 時計設定後約 5 秒間表
示します。

［再生時］

1 ：再生モード

2 DPOF[ ]プリント枚数（P68）

（白）：プリント設定済み
（緑）：スライドショー設定

済み
（緑）（プリント枚数付き）：

プリント / スライドショーとも
に設定済み

3 ：プロテクト画像（P65）

4 : 音声付き画像（P58）

5 撮影記録画素数（P47）

6 撮影クオリティ（圧縮率）
（P48）

：動画時
かんたんモード時

：引き伸ばし
：サービス版
：インターネット

7 バッテリー残量（P15）

8 フォルダー/ ファイル番号

9 ページ / トータル枚数

10 撮影情報
[DISPLAY] ボタンを押すと表
示します。

11 撮影日時

2002.  11.  1    10:00

1
2 4 5 7

8
9

10
11

3 6

204

1 2 543 6

7

12

8

13

11

9
10
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メニュー画面の表示

撮影系メニュー画面
1 ホワイトバランス（P45）
2 記録画素数（P47）
3 クオリティ（P48）
4 スポットモード（P49）

5 ISO 感度（P50）
6 音声記録（P51）
7 AF 連続動作（P52）
8 デジタルズーム（P53）

9 画質調整（P54）

10 液晶明るさ（P22）
11 オートレビュー（P22）
12 操作音 / シャッター音（P23）
13 パワーセーブ（P22）

14 番号リセット（P22）
15 設定リセット（P22）
16 時計設定（P24）
17 言語設定（P22）

C-AF

50 100

2048

1
2
3
4

10
11
12
13

14
15
16
17

5

6
7
8

9

1
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メニュー画面の表示（つづき）

かんたんモードメニュー画面
• 下図に番号記載のない項目は、撮影系メニューの同名のものを参照してください。

18 画質設定（P36）

再生系メニュー画面
• 下図に番号記載のない項目は、撮影系メニューの同名のものを参照してください。

19 プロテクト（P65）
20 DPOF プリント（P68）
21 スライドショー（P71）
22 アフレコ（P73）
23 携帯画像（P75）

24 リサイズ（P77）
25 トリミング（P78）
26 フォーマット（P80）

27 スピーカ音量（P22）

28 ビデオ出力（P22,P81）

ON

ON

18

NTSC

19
20
21
22

27

23

24
25
26

28
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安全上のご注意（警告・注意）（必ずお守りください）

はじまり
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おわり

KC42-S.book  98 ページ  ２００２年１２月２日　月曜日　午後１時２１分



– 99 –

øøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøø
使用上のお願い

デジタルカメラについて

磁気が発生するところや電磁波が
発生するところ（電子レンジ、テレ
ビやゲーム機など）からはできる
だけ離れて使う

• テレビの上や近くで操作すると、電
磁波の影響で画像や音声が乱れるこ
とがあります。

• スピーカーや大型モーターなどが出
す強い磁気により、記録が損なわれ
たり、画像がゆがんだりします。

• マイコンを含めたデジタル回路の出
す電磁波により、お互いに影響を及
ぼし、画像や音声が乱れることがあ
ります。

• 本機が影響を受け、正常に動作しな
いときは、バッテリーや AC アダプ
ターを一度外してから、あらためて
接続し電源を入れ直してください。

電波塔や高圧線が近くにあるとき
は、なるべく使わない

• 近くで撮ると、電波や高電圧の影響
で撮影画像や音声が悪くなることが
あります。

周囲で殺虫剤や揮発性のものを使
うときは、本機にかけない

• かかると、外装ケースが変質したり、
塗装がはげるおそれがあります。

• ゴム製品やビニール製品などを長期
間接触させたままにしないでくださ
い。

浜辺など砂やほこりの多いところ
で使うときは、内部や端子部に砂
やほこりが入らないようにする
また海水などでぬらさないように
する

• 砂やほこりは、本機の故障につなが
ります。

• 万一海水がかかったときは、よく
絞った布でふき、そのあと、乾いた布
でふいてください。　万一雨水や水
滴がかかったときも、よく絞った布
でふき、そのあと、乾いた布でふいて
ください。

本機を持ち運びするときは、落と
したり、ぶつけたりしない

• 強い衝撃が加わると、外装ケースが
壊れ、故障します。

お手入れの際は、ベンジン、シン
ナー、アルコールなどの溶剤を使
わない

• お手入れの際は、バッテリーを外し
ておくか、電源プラグをコンセント
から抜いておきます。

• 溶剤を使うと外装ケースが変質した
り、塗装がはげるおそれがあります。

• 本機は、柔らかい、乾いた布でほこり
をふいてください。汚れがひどいと
きは、台所用中性洗剤を水でうすめ、
布をひたし、よく絞って汚れをふき、
乾いた布で仕上げてください。

• 化学ぞうきんをご使用の際は、その
注意書に従ってください。
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使用上のお願い（つづき）

バッテリーについて

本機で使用するバッテリーは、充
電式リチウムイオン電池です。
このバッテリーは温度や湿度の影
響を受けやすく、温度が高くなる、
または、低くなるほど影響が大き
くなります。

使用後は、必ずバッテリーを外す

• 付けたままにしておくと、デジタル
カメラの電源スイッチが [OFF] で

あっても、絶えず微少電流が流れて
います。これをそのままにしておく
と、過放電になり、充電してもバッテ
リーが使用できなくなるおそれがあ
ります。

出かけるときは予備のバッテリー
を準備する

• 使用したい時間の３～４倍のバッテ
リーを準備してください。スキー場
などの寒冷地では撮影できる時間が
より短くなります。

• 旅行をされるときは、現地でバッテ
リーを充電できるように付属の AC
アダプターも忘れずに準備してくだ
さい。海外で使う場合は、変換プラグ
も必要です。（P104）

バッテリーを誤って落下させてし
まった場合、端子部が変形してい
ないか確認する

• 端子部が変形したまま本体に付ける
と、本体をいためます。

使用後は必ずカードを取り出し、
バッテリーを外す、または、電源プ
ラグをコンセントから抜く

• バッテリーは涼しくて湿気がなく、
なるべく温度が一定のところに保管
してください。
（推奨温度 : １５℃～２５℃、推奨湿

度 : ４０％～６０％です）

• 極端に低温、高温になるところで保
管すると、バッテリーの寿命が短く
なることがあります。

• 高温・多湿、油煙の多いところでは、
端子がさびたりして故障の原因とな
ります。

• 長期間保管する場合、１年に１回は
充電し、バッテリー残量がなくなっ
てから、カメラから取り外して再保
管することをおすすめします。

不要（寿命になったなど）バッテ
リーは火中などに投入しない

• 加熱や火中などに投入すると、破裂
するおそれがあります。

• バッテリーには、寿命があります。

不要になった電池（バッテリー）
は、貴重な資源を守るために、廃棄
しないで充電式電池リサイクル協
力店へご持参ください。

使用済み充電式電池（バッテリー）
の届け先

• 下記の充電式電池リサイクル協力店
へご持参ください。

• お買い上げの販売店または最寄りの
松下電器の販売店・サービスセン
ター・販売会社へ。もしくは（社）電池
工業会にご確認ください。
（ホームページ :http://www.baj.or.jp）
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使用済み充電式電池（バッテリー）
の取り扱い

• 端子部をセロハンテープなどでおお
い、リサイクル箱へ

• 分解しないでリサイクル箱へ

AC アダプターについて
• 熱くなっているバッテリーは、通常より
充電時間が長くかかります。

• ラジオ（特に ＡＭ 受信中）の近くで使う
と、ラジオに雑音が入る場合がありま
す。使用時は 1 ｍ以上離してください。

• 使用中、ＡＣアダプターの内部で発振音
がする場合がありますが、異常ではあり
ません。

• 使用後は、必ず電源プラグを電源コンセ
ントから抜いてください。（接続したま
まにしておくと、最大約 0.9 Ｗの電力を
消費しています）

• ＡＣアダプター、バッテリーの端子部を
汚さないでください。

機器を電源コンセントの近くに設
置し、遮断装置（電源プラグ）へ容
易に手が届くようにしてくださ
い。

つゆつきについて

夏に冷蔵庫から出したビンなど
に、しばらくすると水滴が付きま
す。この現象が本機に起こった場
合が「つゆつき」です。
つゆつきが起こっていると撮影で
きなくなります。つゆつきを起こ
さない心がけと、起こったときの
処置を正しく守ってください。

つゆつきが起こる原因は
下記のように温度差、湿度差があ
ると起こります。

• 寒い屋外から暖かい屋内に持ち込んだ
とき

• 車外から冷房の効いた車などに持ち込
んだとき

• 寒い部屋を急に暖房したとき

• エアコンなどの冷風がデジタルカメラ
に直接当たっていたとき

• 湿気がたち込めるなど湿度の高いところ

つゆつきが起こった場合の処置

• 電源スイッチを [OFF] にし、1 時間ほど
そのままにしておいてください。周囲の
温度になじむと、くもりが自然に取れま
す。

• デジタルカメラを寒い場所から暑い場
所に移すときは、結露の発生を防ぐため
に、デジタルカメラをビニール袋に入
れ、周囲の気温になじませてから、袋か
ら取り出してください。
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使用上のお願い（つづき）

メモリーカードについて

フラッシュ/ アクセスランプと
カードアクセス表示が点灯中

（カードにアクセス中）は、メモ
リーカード / バッテリー扉を開け
てカードを抜いたり、電源を切ら
ない、また振動や衝撃を与えない

カードを高温になるところや直射
日光のあたるところ、電磁波や静
電気の発生しやすいところに放置
しない。また、折り曲げたり、落と
したり、強い振動を与えない

• カードが破壊されるおそれがありま
す。また、カードの内容が破壊された
り、消失するおそれがあります。

使用後は、必ずカードを取り出し
て、保管する

• 使用後や保管、持ち運び時は収納袋
に入れてください。

• カード裏の端子部にごみや水、異物
などを付着させないでください。ま
た手などで触れないでください。

画像データについて

• 不適切な取り扱いにより故障した結
果、記録したデータが破壊されたり、
消滅したりすることがあります。記
録したデータの消滅による損害につ
いては、当社は一切の責任を負いか
ねますので、あらかじめご了承くだ
さい。

•「しばらくお待ちください」が表示さ
れているときは絶対に、電池を取り
外したり、AC アダプター（付属）を抜

いたり、カードを取り出したりしな
いでください。データの破壊および、
故障の原因になります。

液晶モニターについて

• 温度差が激しい場所では、液晶モニ
ターにつゆが付くことがあります。柔
らかい乾いた布でふいてください。

• 液晶モニターを強く押さえないでく
ださい。画面にムラが出たり、故障の
原因になります。

• 寒冷地などで本体が冷えきっている場
合、電源を入れた直後は液晶モニター
が通常より少し暗くなります。内部の
温度が上がると通常の明るさに戻りま
す。

• 液晶モニターは、精密度の高い技
術で作られていますが、液晶モニ
ターの画面上に黒い点が現れた
り、常時点灯（赤や青、緑の点）する
ことがあります。これは故障では
ありません。液晶モニターの画素
については 99.99％以上の高精度

管理をしておりますが 0.01％以下

で画素欠けするものがあります。
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レンズカバーについて

• 電源スイッチを[ON]にするときはレン

ズカバーを手などで押さえないでくだ
さい。レンズカバーが開かないときは、
「システムエラー」と表示されます。レ
ンズカバーを開くには、手などを離し、
再度電源を入れ直してください。

• 電源スイッチを [OFF] にするときはレ

ンズカバーを手などで押さえないでく
ださい。レンズカバーが閉じないとき
は、レンズカバーが開いたまま、電源が
切れます。レンズカバーを閉じるには、
手などを離し、再度電源を [ON] にして
から、[OFF] にしてください。

三脚について
市販のカメラ用三脚を使うと、
シャッタースピードが遅いときや、
望遠で撮影するときでも手ぶれの
ない安定した撮影ができます。

• 別売のカメラ用ミニ三脚
(DMW-CT1) も使えます。

• 三脚の説明書もよくお読みくださ
い。

SD スライドショーにつ

いて

付属の CD-ROM のソフトウェア
「SD Viewer for DSC」で編集され
た SD スライドショーのデータが
記録されているカードを本機に入
れ、再生モードで電源を入れると、
「SD スライドショーを開始します
か？」というメッセージが出ます。
「はい」を選んで
4/[REVIEW/SET] ボタンを押す
と、SD スライドショーが始まりま
す。通常再生にするときは「いい
え」を選んで
4/[REVIEW/SET] ボタンを押して
ください。

フォルダー構造について

データを記録したカードをパソコ
ンに入れると、フォルダーが下図
のように表示されます。

• 100_PANA フォルダーなどには最大

で 999 枚の画像を記録できます。

• MISC フォルダーには DPOF 設定さ

れたファイルが記録されます。

• EXPORTフォルダーには携帯画像の
ファイルが記録されます。

100_PANA

MISC

EXPORT

DCIM
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海外で使う
撮ったものを海外で見るには

再生系メニュー画面から [ ビデオ
出力 ] を選び、設定すると、日本と
同じカラーテレビ方式（NTSC）を
採用している国・地域と、PAL 方式
を採用している国・地域でテレビ
に接続して見ることができます。

日本と同じ NTSC 方式を採用して
いる国、地域

AC アダプター（付属）を海外で使
用するには

AC アダプターは、自動で全世界の
電源電圧（100 V～240 V）、電源周波
数（50 Hz、60 Hz）に切り換わるよう
に設計されています。ただし、国、地
域、滞在先によって電源コンセント
の形状は異なります。海外旅行をさ
れる場合は、次のページの表を参考
に電源コンセントの形状を確かめ、
その国、地域、滞在先に合ったプラ
グを準備してください。変換プラグ
は、お買い上げの販売店にご相談の
うえ、お求めください。充電のしか
たは、国内と同じです。

AC アダプターは、全世界の電源
電圧（100 V ～ 240 V）、電源周波
数（50 Hz、60 Hz）でご使用いた
だけるように設計しております。
市販の変圧器などを使用すると、
故障するおそれがあります。
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主な国、地域の代表的な電源コンセントのタイプ
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メッセージ表示
確認 / エラー内容を液晶モニター
に文章で表示します。

• メモリーカードがありません
メモリーカードを入れてくださ
い。

• このメモリーカードはプロテク
トされています

メモリーカードの書き込み禁止ス
イッチのロックを解除してくださ
い。

• 表示できる画像がありません
画像を記録する、または画像が記
録されたメモリーカードを入れて
から再生してください。

• メモリーカード残量がありませ
ん /メモリーカード残量が不足し
ています

新しいカードに取り替える、また
は不要なデータを削除してくださ
い。

• モードダイヤルがずれています
モードダイヤルの位置がずれたま
ま電源スイッチを [ON]にしていま
す。
モードダイヤルの位置を正しく合
わせてください。

• メモリーカードエラー
メモリーカードへのアクセスに失
敗しました。
もう一度カードを入れてくださ
い。

• リードエラー
データの読み込みに失敗しまし
た。もう一度再生してください。

• ライトエラー
データの書き込みに失敗しまし
た。カードを抜くか、一度電源を
[OFF]にしてから、再度 [ON]にして

記録してください。またはカード
が破壊されている可能性がありま
す。

• システムエラー
レンズやレンズカバーに手などで
力が加わって正常に動作しなかっ
た場合に表示されます。再度、電源
を入れ直してください。それでも
表示される場合は、お買い上げの
販売店へご連絡ください。

• 時計を設定して下さい
お買い上げ時や長期間保管してい
た場合などに表示されます。再度
時計設定をしてください。

• この画像はプロテクトされてい
ます

画像のプロテクトを解除してから
削除や上書きをしてください。

• 削除できない画像があります /
この画像は削除できません

DCF規格に準拠していない画像は
削除できません。

• 設定枚数をこえました
複数削除で１度に設定できる枚数
を超えています。一旦決定してか
ら、再度複数削除の設定をしてく
ださい。

• この画像には設定できません /
設定できない画像があります

DCF規格に準拠していない画像は
DPOF 設定できません。

• メモリーカードエラー・フォー
マットしますか

本機では認識できないフォーマッ
トです。本機でフォーマットし直
してください。
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故障かな？と思ったら
1: 電源が入らない。
1-1: バッテリーや AC アダプターは

正しく接続されていますか？接
続を確認してみてください。

1-2: バッテリーは十分に充電されて
いますか？十分に充電された
バッテリーをお使いください。

2: 電源が入っていてもすぐに切れる。
2-1: バッテリーが消耗していません

か？バッテリーを充電するか、
十分に充電されたバッテリーを
入れてください。

2-2:つゆつきになっていません
か？寒いところから暖かいと
ころにデジタルカメラを持ち
込んだときなど、内部につゆ
つきが発生することがありま
す。つゆつきがなくなるまで
お待ちください。

3: 画像が撮れない。
3-1: カードが入っていますか？
3-2:モードダイヤルは正しいモー

ドに設定されていますか？
3-3:カードのメモリー残量はあり

ますか？撮影する前にいくつ
かの画像を削除してください。

4: 液晶モニターに画像が出ない。
4: 液晶モニターが [OFF] になっ

ていませんか？

5: 液晶モニターが明るすぎたり、
暗すぎる。

5: 液晶モニターの明るさを正し
く調整してください。

6: 内蔵フラッシュが発光しない。
6: フラッシュを発光禁止に設定し

ていませんか。フラッシュモー
ドを変更してください。

7: 液晶モニターの表示、または
画像がフォーカスされない。

7: モードダイヤルを回して、被
写体までの距離に応じたモー
ドにする。

8: 再生できない。
8-1:カードが入っていますか？
8-2:カードに再生できる画像はあ

りますか？

8-3:モードダイヤルは再生 [ ]

に設定されていますか？

9: テレビに画像が出ない。
9-1: テレビと正しく接続されていま

すか？
9-2:テレビはビデオ入力モードに

設定してください。
9-3: [ ビデオ出力 ] を [NTSC] に設

定してください。

10: パソコンに接続して画像を転
送できない。

10-1:パソコンと正しく接続されて
いますか？

10-2:パソコンがカメラを正常に
認識していますか？

11: 時計が合っていない。
11-1: 本機を長期間放置すると、時計

がリセットされることがありま
す。「時計を設定して下さい」
の警告が出ますので、再度時計
の設定をしてください。

11-2:時計設定をしない状態で撮
影されますと、
[0. 0. 0  0:00] の日付が記録
されます。
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仕様

カメラ有効画素数 320 万画素

撮像素子 1/2.5 型 CCD　総画素数 334 万画素、

原色フィルター
レンズ 光学 3 倍ズーム f=5.8-17.4 mm（35 mm

フィルムカメラ換算：35-105 mm）/F2.8-4.9
デジタルズーム 最大 3 倍

フォーカス コントラスト検出　オート / マクロ

スポット AF（スポットモード）
撮影範囲 通常：50 cm（W 端時）/50 cm（T 端時）- ∞、

マクロ /かんたん /カラーエフェクトモード時：

10 cm（W 端時）/30 cm（T 端時）- ∞
シャッターシステム 電子シャッター連動メカニカルシャッター
連写撮影 4 コマ / 秒　最大 8 コマ（スタンダード）/

最大 5 コマ（ファイン）
動画撮影 320 × 240 画素、10 コマ / 秒　音声付き

ISO 感度 オート /50/100/200/400
シャッタースピード 8-1/2000 秒

動画：1/30-1/2,000 秒

ホワイトバランス オート / 晴天 / 曇り / 白熱灯 / セットモード

露出 オート
露出補正（1/3EV ステップ、－ 2 ～＋ 2EV）

測光方式 評価測光 / スポット測光（スポットモード）

液晶モニター 1.5型低温ポリシリコンTFT液晶（11.4万画素）
（視野率 100%)

光学ファインダー 実像式ズームファインダー
フラッシュ 撮影範囲（ISO100時）：W端時：約30 cm～2.4 m/

T 端時：約 30 cm ～ 140 cm
オート / 赤目軽減オート / 強制発光 / 赤目軽減

スローシンクロ / 発光禁止
マイク モノラル
スピーカー モノラル
記録メディア SD メモリーカード／マルチメディアカード

電源
消費電力

DC 4.7 V 
2.1 W（液晶 ON 時）

1.6 W（液晶 OFF 時）
1.8 W（液晶再生時）

KC42-S.book  108 ページ  ２００２年１２月２日　月曜日　午後１時２１分



– 109 –

記録画素数 静止画： 2048 × 1536/1600 × 1200
/1280 × 960/640 × 480

動画： 320 × 240
クオリティ（圧縮率） ファイン / スタンダード

記録画像ファイル形式
　静止画 JPEG（DCF 準拠、Exif2.2 準拠）、DPOF 対応

　音声付き静止画 JPEG（DCF準拠、Exif2.2準拠）+640× 480 画素

QuickTime Motion JPEG（音声付き静止画）
　動画 QuickTime Motion JPEG（音声付き動画）

インターフェース
　デジタル USB/SERIAL（携帯電話 /feel H”(H”) 接続用）

　アナログビデオ /
　オーディオ NTSC/PAL コンポジット（メニュー切り替え）/

オーディオライン出力（モノラル）
端子
　SERIAL 8 ピンジャック

　USB 5pin Mini USB
　アナログビデオ /
　オーディオ Ф2.5 ｍｍ ジャック

　DC IN EIAJ タイプ 2 ジャック

寸法（幅 × 高さ × 奥行）104 × 50.9 × 32.1 ｍｍ（突起部除く）
質量 約 160 g（本体）

約 180 g（メモリーカード、バッテリー含む）

推奨使用温度 0 ℃～ 40 ℃

許容相対湿度 10% ～ 80%

専用バッテリーチャージャー/AC アダプター: DE-929A

リチウムイオンバッテリーパック : DMW-BCA7

定格出力

定格入力
入力容量

DC 4.7 V 1.5 A ( デジタルカメラ )
DC 4.2 V 0.65 A ( 充電時 )
AC 100-240 V  50/60 Hz
17 VA（100 V）、23 VA（240 V）

電圧 / 容量 3.6 V, 680 mAh
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さくいん
あ
アフレコ ................................. 73

え
液晶明るさ ............................. 22
液晶モニター ............ 25, 87, 102

お
オートレビュー ................ 22, 36
音声付き静止画 ...................... 51
音声付き静止画再生 ............... 58

か
カード ....................... 18, 19,102
カードアクセス表示 ............... 19
画質調整 ................................. 54
カラーエフェクト .................. 42
かんたんモード ...................... 36

き
記録画素数 ............................. 47

く
クオリティ ............................. 48

け
言語設定 ................................. 22
携帯画像 ................................. 75
携帯接続 ................................. 74

こ
光学ズーム ............................. 31

さ
再生 ........................................ 57
再生ズーム ............................. 60
削除 ............................ 62, 63, 64

す
ストラップ ............................. 20
スピーカー音量 ...................... 22
スポットモード ...................... 49
スライドショー ...................... 71

せ
設定リセット .......................... 22
セットアップメニュー ..... 21, 22
セルフタイマー ...................... 34

そ
操作音 .............................. 23, 36

た
ダイレクトプリント ..  83, 84, 85

つ
通常撮影 .......................... 26, 28
つゆつき .............................. 101

て
デジタルズーム ...................... 53
手ぶれ .................................... 28
テレビ再生 ............................. 81

と
動画再生 ................................ 61
動画撮影 ................................ 43
動作表示ランプ ...................... 27
時計設定 ................................ 24
トリミング ............................. 78

な
内蔵フラッシュ ...................... 32

は
パソコン接続 ......................... 82
バッテリー ................. 14, 15, 16
パワーセーブ ......................... 22
番号リセット ......................... 22

ひ
ビデオ出力 ............................. 22
ピント .................................... 27

ふ
ファインダー ......................... 26
風景撮影 ................................ 40
フォーマット ......................... 80
フラッシュ / アクセスランプ .....19, 27
プロテクト ....................... 65, 66

ほ
ポートレート ......................... 39
ホワイトバランス ............ 45, 46
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ま
マクロ .................................... 38
マルチ再生 ............................. 59

や
夜景ポートレートモード ........ 41

り
リサイズ ................................. 77

れ
レビュー ................................. 30
連写 ........................................ 35

ろ
露出 ........................................ 28
露出補正 ................................. 55

A
AC アダプター ....................... 17
AE ブラケット ....................... 56
AF 連続動作 ........................... 52
AF/AE ロック ......................... 29

D
DPOF プリント ........... 68, 69, 70

I
ISO 感度 ................................. 50

• 液晶モニターまたはメニュー
の画面の表示についてはP87～
P90 を参照してください。
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保証とアフターサービス

øøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøø
（よくお読みください）

修理・お取り扱い・お手入れなどのご相談は・・・　
  まず、お買い上げの販売店へお申し付けください

転居や贈答品などでお困りの場合
は・・・
¥修理は、サービス会社・販売会社の
「修理ご相談窓口」へ！
¥その他のお問い合わせは、「お客様
ご相談センター」へ！

■保証書（別添付）
お買い上げ日・販売店名などの
記入を必ず確かめ、お買い上げ
の販売店からお受け取りくださ
い。よくお読みのあと、保存して
ください。

保証期間 : お買い上げ日から
本体１年間

「本体」にはソフトウェアの内
容は含みません

■補修用性能部品の保有期間
当社は、このデジタルカメラの
補修用性能部品を、製造打ち切
り後 8 年保有しています。
注）補修用性能部品とは、その製
品の機能を維持するために必要
な部品です。

■修理を依頼されるとき
この説明書をよくお読みのう
え、直らないときは、まず接続し
ている電源を外して、お買い上
げの販売店へご連絡ください。

¥保証期間中は
保証書の規定に従ってお買い上
げの販売店が修理をさせていた
だきますので、恐れ入りますが、
製品に保証書をそえてご持参く
ださい。
¥保証期間を過ぎているときは
修理すれば使用できる製品につ
いては、ご希望により有料で修
理させていただきます。
¥修理料金の仕組み
修理料金 は、技術料・部品代・出
張料などで構成されています。

技術料 は、診断・故障個所の修理

および部品交換・調整・修理完了
時の点検などの作業にかかる費
用です。

部品代 は、修理に使用した部品
および補助材料代です。

出張料 は、製品のある場所へ技

術者を派遣する場合の費用で
す。

ご連絡いただきたい内容

品　名 デジタルカメラ

品　番 DMC-F1

お買い上げ日 　年　月　日

故障の状況 できるだけ具体的に
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保証とアフターサービス
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（よくお読みください）（つづき）
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